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（午前１０時００分） 

◎開会・開議宣言 

○議長（小原 仁君） 皆様おはようございます。 

最近は、天気予報にも雨マークが多く出るようになりまして、春が近いなという感

じがいたします。４月から気温が上がるような予報がありますので、これから、６月、

７月、８月と、どのような気候になってくるのかなと危惧するところであります。 

今、一番我々興味があるのは、やっぱりイランのことだろうというふうに思います。

イランの情勢によっては、また物流コストの上昇、また物価高、これがくるような感

じがいたしますので、そうならないように祈るばかりであります。 

３月６日からホタテ漁場造成が始まっております。毛ガニ篭漁も３月 15 日から始

まり、浜の方も活気が出始めます。近年、気候変動の影響からか、各魚種ともに水揚

量が減少傾向にありますが、本年は各魚種ともに豊漁を願うところであります。 

それでは、ただいまより、令和８年第１回枝幸町議会定例会を開会いたします。 

これより、本日の会議を開きます。 

出欠の状況についてご報告を申し上げます。ただいまの出席議員は 11 名全員でご

ざいます。定足数に達しますので、会議は成立をいたします。 

それでは、議事日程に従いまして、本日の会議を取り進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０２分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

２番渡辺明徳議員、６番小林正浩議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会期の決定についてお諮りをいたします。 

本定例会の会期は、３月２日開催の議会運営委員会において協議し、本日から 12

日までの４日間としたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から 12 日までの４日間と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 諸報告 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 諸報告に移らせていただきます。 

議会の諸報告でございますが、それぞれ皆さんのお手元に配付しておりますとおり、

12 月 15 日開会の令和７年第４回定例会以降の会議等についての内容でございますの

で、主なものだけを報告させていただきます。 

議会全員協議会は、第４回定例会終了後の 12 月 16 日に令和７年の第７回目を開催

し、第２次行財政改革大綱後期実施計画実績報告について及び国の総合経済対策につ

いての２件について町側から説明を受け、その内容について審議をいたしました。 

まちづくり等調査特別委員会は、議会全員協議会終了後引き続き開催し、ふるさと

創生総合戦略の進捗状況についてや第３次枝幸町まちづくり計画策定の進捗状況につ
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いてなど計５件について町側から説明を受け、その内容を審議いたしました。 

第３次枝幸町まちづくり計画やふるさと創生総合戦略、地域公共交通計画など、こ

れらの重要な計画は、令和８年度に新たに策定される予定であります。また、町長、

町議会議員ともに本年４月は改選期でありますので、まさに令和８年度は、新たな枝

幸町を構築するうえで大変重要な年度となります。 

本委員会といたしましても、町民の方々にとって将来にわたって住みよい枝幸町を

構築していくため、これら重要な計画の策定に当たっては、今後とも、慎重な調査・

検討を重ねてまいりたいと考えております。 

宗谷町村議会議長会定期総会は１月 20 日に稚内市で開催され、私と事務局長が出

席し、令和６年度の会計決算認定、令和８年度の事業計画案及び予算案などが審議さ

れました。 

また、北海道知事との懇談事項として、物流業界における 2024 年問題への対応に

ついてが決定され、２月 13 日開催の懇談会に宗谷町村議会議長会の藤井会長が出席

し、提言しております。 

議会広報編集特別委員会は２月９日に開催し、議会広報第 75 号の発行に向けた協

議が行われ、２月 26 日付けで各家庭に配布しております。 

議会全員協議会は、令和８年の第１回目を２月 16 日に開催し、国の総合経済対策

についてや合併 20 周年記念事業についてなど計８件について町側から説明を求め、

その内容について審議いたしました。 

総務文教常任委員会は２月 17 日に開催し、コミュニティセンター・地区会館光南

会館の廃止及び指定管理者制度の辞退についてなど、計４件の所管事務調査を行いま

した。 

産業厚生常任委員会は２月 18 日に開催し、漁協実施事業についてなど計３件の所

管事務調査を行いました。 

議会運営委員会は３月２日に開催し、今定例会の議事運営に係る審議が行われてお

ります。 

以上、簡単でありますが、議会事務報告とさせていただきます。 

 

◎日程第４ 行政報告・教育行政報告 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 行政報告を行います。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） おはようございます。 

本日は、令和８年第１回枝幸町議会定例会の開催をいただき、誠にありがとうござ

います。 

本定例会につきましては、補正予算の専決処分案件が２件、単行議案が１件、条例

案件が８件、予算案が 16 件、報告事項１件ご提案申し上げておりますので、よろし

くご審議賜りますようお願い申し上げます。 

それでは、行政報告をさせていただきます。 

12 月 15 日に開会されました令和７年第４回定例会以降の諸行事につきましては、

お手元の報告書をお目通し願うことでご了承いただき、主な事項についてご報告いた

します。 
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はじめに、国の総合経済対策による当町の物価高対策についてご報告します。 

昨年末の国の総合経済対策及び補正予算の決定に伴い、当町でも、高校３年生まで

の子どもたちに１人当たり２万円を支給する子育て応援手当支給事業を実施し、既に、

ほぼ全ての対象者への支給を完了しています。 

また、生活者や事業者を支援する国からの重点支援交付金が拡充され、食料品特別

加算分を含め、約１億 5,000 万円が当町に交付されます。 

これを受け、畜産農家に対し、農業経営の安定化を図るための支援を年度内に実施

するとともに、物価高の負担軽減と地域経済の活性化を図るため、これまでで最高額

となる町民１人当たり２万円のオホーツク枝幸活力商品券の配布を新年度に実施する

予定です。 

今後も、長引く物価高の動向や国の新年度予算などに注視し、適時、適切な対応を

しっかり行ってまいります。 

次に、合併 20 周年記念事業について報告いたします。 

当町では、平成 18 年３月 20 日の新町合併から本年で 20 周年を迎えます。これを

節目として、町民の皆さんとともに、この 20 年の歩みを振り返りながら、新たなま

ちづくりへの再出発となる各種事業を展開してまいります。 

この記念事業では、町や関連団体、町民一体となり、街の賑わいや交流を促進し、

一人ひとりがまちへの愛着や誇りを感じられる事業を位置づけ、記念式典を始め、各

イベント事業の開催や支援を行います。 

特に、本年５月９日に当町での開催が決定した第 76 回北海道植樹祭は、広く道内

各地から多くの来賓や一般参加者を迎え、記念植樹や催事などが予定されていますの

で、町民皆さんのご理解と積極的なご参加をお願い申し上げます。 

また、これらの取り組みを通じて、まちの一体感をさらに進化させながら、持続可

能な未来に向け、次の世代が主体的にまちづくりに関わる重要性の認識を高め、町内

外への魅力発信につなげてまいります。 

次に、まちづくり計画の策定状況についてご報告します。 

次の 10 年を見据えた第３次となる本計画は、町民アンケートやワークショップな

どを通じて、町民皆さんのまちのみらいへの真摯な意見や思いを伺いながら、基礎と

なる基本構想や基本計画を定める作業を順次進めています。 

現在、計画概要となる素案を年度内に作成する準備を進めており、あわせて基本計

画を実現するために、前期５ヶ年で重点的に取り組む具体的な施策や事業計画をまと

めた実施計画の作成にも着手しております。 

さらに、新年度には、改選後の新体制での方向性や町民皆さんのご意見やご提案、

新たな施策などを反映し、秋までに実効性のある計画案をまとめ、年内での計画策定

を目指してまいります。 

次に、国保病院三輪内科医長の退職についてご報告いたします。 

この度、三輪翔大内科医長より、一身上の都合により令和８年６月 30 日をもって

退職したいとの申し入れがありました。 

三輪内科医長は、令和４年７月から内科医長としてこれまで３年半以上にわたり診

察いただいており、今後も継続して診療を願うところではありましたが、本人の意思

が固く、残念ですが、やむを得ないものと判断いたしました。 

改めて、今まで診療をいただいたことに感謝して、残り少ない期間ではありますが、
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枝幸町の医療のためにお力添えを願うものであります。 

後任の医師については決まっておりませんが、一層厳しくなると思われる地域医療

に対応するために、継続して医師の確保に努めてまいります。 

次に、歌登一般廃棄物最終処分場浸出水処理施設等更新工事について、ご報告しま

す。 

当町の一般廃棄物埋立処理は、枝幸処分場での埋立処理を主軸に進め、その埋立容

量の限界に合わせ、歌登処分場を本格的に稼働する計画としておりました。 

枝幸処分場の限界が残り数年となったことを受け、令和５年度から３ヶ年にわたり

歌登処分場の埋立処分地調整池及び浸出水処理施設の大規模な改修・更新工事を行い、

予定どおり３月 31 日までに引き渡しを受ける予定であります。 

この工事により、15 年以上の埋立期間を確保するとともに、ゼロカーボンシティ

の実現に向け、公共施設で初となる太陽光発電設備を導入しております。 

今後も、本処分場での廃棄物の埋立や浸出水の浄化を通じ、当町の豊かな自然や生

活環境の継続的な保全、温室効果ガスの排出削減に努めてまいります。 

最後に、去る１月６日、枝幸町自治功労者、故深井信朗氏が 89 歳にてご逝去され

ました。 

故深井信朗氏は、旧歌登町長として長年にわたり自治行政の発展に尽くされ、特に

平成の市町村合併におきましては、南宗谷管内における先導的役割を果たされました。 

枝幸歌登合併協議会の会長として両町間の調整や住民合意の形成に奔走され、合併

の実現に大きく寄与されました。また、合併後は、枝幸町長職務代理として新町運営

の重責を担われ、当町誕生の礎を築かれました。当町が今日の発展を遂げております

のも故人のご尽力の賜物であり、そのご功績は永く語り継がれるものであります。 

ここに生前のご功労に対し深く敬意と感謝を表しますとともに、謹んで哀悼の意を

表し、ご冥福をお祈り申し上げます。 

以上を申し上げまして、行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、町長の行政報告が終わりました。 

引き続き、教育行政報告を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） おはようございます。 

私から、12 月 15 日に開会されました第４回定例会以降の教育行政の中から主な事

項についてご報告いたしますが、諸行事につきましては、お手元の報告書をお目通し

願います。 

はじめに、２月６日の暴風雪に伴う町内小中学校の臨時休校についてご報告いたし

ます。 

当町の吹雪等による臨時休校の判断は、警報が発表される又は発表が予想される場

合でありますが、この日は、前日の５日から全道域で警報が発表されていました。こ

のため、稚内管区気象台及び町の防災担当と協議し、通学路の確保など児童生徒の安

全を第一に考えた結果、全小中学校の臨時休校を決定いたしました。 

気象情報による休校の判断は難しい側面もありますが、今後も児童生徒の安全確保

を最優先に、臨機応変な判断と対応に努めてまいります。 

次に、いきいき交流事業についてご報告します。 
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12 月 26 日から 29 日までの４日間、長崎県平戸市の中学生６名が来町し、本町中

学生５名と交流しました。 

中学生同士の交流は３日間でしたが、雪遊び、ニュースポーツ、施設見学のほか、

浜頓別町でのオオワシ観察や音威子府村でのスキー体験など、北海道ならではの冬の

体験を楽しみました。 

対面するまでは打ち解けられるか心配もありましたが、半日も経つとすっかり仲良

くなり、思い出に残る大変有意義な交流となりました。 

次に、１月 11 日に挙行いたしました令和８年度枝幸、令和８年枝幸町二十歳の集

いについてご報告します。 

当日は、晴天のもと新たに二十歳となられた 58 名とご家族 70 名余りが参列されま

した。 

二十歳代表の誓いの言葉では、これまで支えてくれた家族、友人、恩師への感謝と

ともに、美しい自然あふれるふるさと枝幸への誇り、これからの人生を歩む強い決意

が述べられていました。 

次に、少子化により小規模化が進む町立小中学校の将来を見据え、児童生徒にとっ

てより良い教育環境を確保するため取り組んでいる小中学校の適正化についてご報告

します。 

１月 30 日に令和 10 年度から統合予定の小学校区ごとに、校長、保護者代表、地域

住民代表で構成する適正化準備会議を北地区及び南地区にそれぞれ設立しました。 

今後は、統合対象の各小学校区ごとに組織された地域部会において、通学支援、教

育活動、児童の交流活動などについて幅広くご意見をいただき、準備会議で丁寧に協

議してまいります。 

なお、中学校については令和 12 年度に統合予定のため、準備会議は令和 10 年度に

設立する予定であります。 

次に、２月 22 日に開催された古川年正杯第 44 回枝幸三笠山スラローム競技大会に

ついて報告します。 

本大会には４歳から 73 歳までの選手 71 名が参加し、怪我や事故もなく盛会裏に終

了しました。 

開催にあたり、協賛いただいた事業者各位並びに大会運営にご協力いただいた方々

に、この場をお借りして厚くお礼を申し上げます。 

次に、本年度の高校進学志願状況ですが、町内の中学卒業予定者 34 名のうち、枝

幸高校への進学希望者は 17 名で、前年度比 15 名の減となりました。 

中学卒業者が減少する中、枝幸高校への進学率向上や定員確保は大きな課題であり、

将来にわたって持続可能な魅力ある高校づくりに向け、今後も対策を鋭意検討してま

いります。 

最後に、小中学校の卒業者数及び入学予定者数について報告します。 

今年度の小学校卒業者数は 53 名で前年比 10 名の増。中学校卒業者数は 34 名で前

年比 27 名の減であります。 

来年度の入学予定者数は、小学校が 32 名で前年比 21 名の減。中学校が 53 名で前

年比 10 名の増。 

全児童生徒数は、小学校が 263 名で前年比１名の減。中学校が 146 名で前年比 19

名の増。総数では 409 名で前年比 18 名の増となる見込みです。 
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以上、申し上げまして、教育行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、教育長の教育行政報告が終わりました。 

 

◎日程第５ 枝幸町議会まちづくり等調査特別委員会中間報告 

○議長（小原 仁君） 日程第５ 枝幸町議会まちづくり等調査特別委員会中間報告

を議題といたします。 

まちづくり等調査特別委員会から、会議規則第 47 条第２項の規定に基づき、まち

づくり等調査特別委員会中間報告をしたいとの申し出がありました。 

お諮りいたします。 

本件は、議会運営委員会において協議し、申し出のとおり報告を受けることにした

いと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、まちづくり等調査特別委員会中間報告を受けることに決定されました。 

秋川まちづくり等調査特別委員長の発言を許します。登壇のうえ報告を願います。 

秋川まちづくり等調査特別委員長。 

（まちづくり等調査特別委員会委員長秋川祥雄君 登壇） 

○まちづくり等調査特別委員会委員長（秋川祥雄君） 枝幸町議会まちづくり等調査

特別委員会中間報告について、現任期最後の定例会でありますので、本委員会の委員

長でありま私の方から、別冊の中間報告書によりご報告申し上げます。 

まず、１ページから３ページにかけては、令和４年９月の定例会において設置され

て以降の本委員会の開催状況についてそれぞれ時系列に掲載しておりますので、お目

通しを願います。 

それでは、４ページの特別委員会の審議経過についてご報告申し上げます。 

はじめに、枝幸町議会は、二元代表制のもと、町長をはじめとする執行機関と健全

な緊張関係を保ちながら、議決機能及び監視機能を十分発揮し、もって地方自治の本

旨を実現していかなければなりません。 

また、人口減少や少子高齢化が急速に進んでいる中、地方公共団体は、持続的な地

域の発展と町民が安心・安全に住み続けられるまちづくりを推進していかなければな

りません。 

令和２年から続いた新型コロナウイルス感染症の拡大により、事業経営や住民生活

において多大な影響を受けたことから、これまで町においては、国の地方創生臨時交

付金などを活用しながら、感染症防止策や経済支援などを実施し一定の成果をあげら

れましたが、長引く物価高騰により多大な影響を受け続けており、地域の発展や住民

福祉の向上を図るうえで議会が果たすべき役割の重要性は一層高まっていると言えま

す。 

当議会はこれまでも、第２次枝幸町まちづくり計画、枝幸町ふるさと創生総合戦略、

地域公共交通の再編などの策定や見直しの過程において、執行者側との意見等のすり

合わせを行ってきましたが、今任期中において新たなまちづくり計画の策定が予定さ

れていることから、重要な計画の策定や政策の形成段階から議会と執行者側がお互い

に連携して政策の理念を議論する必要があるとの判断のもと、令和４年９月定例会に

おいて、まちづくり等調査特別委員会を設置し、これまで６回にわたり調査・検討を
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重ねてまいりました。 

次に、具体的調査の概要であります。第３次枝幸町まちづくり計画の策定。 

令和３年度から令和７年度までの第２次枝幸町まちづくり後期基本計画・実施計画

については、基本構想と前期計画を踏まえたうえで、経済情勢の変化に対応した時点

修正を行いながら、ふるさと創生総合戦略の反映、財政健全化の推進、新型コロナウ

イルス感染症への対応などの視点を取り込んで策定され、令和３年３月定例会におい

て計画を可決し、この計画に基づいて町政が執行されてきたところであります。 

令和８年度から始まる第３次枝幸町まちづくり計画の策定にあたっては、プロポー

ザルによる計画策定支援業務事業者の決定を皮切りに、枝幸高校ワークショップや町

民アンケート等の実施のほか、令和７年 12 月開催のえさしみらいワークショップで

は、町民 32 名の方々の参加のもと意見交換が行われた旨の説明を受けました。 

町民アンケートの結果では、第２次まちづくり計画の施策項目に関わる施策の現状

評価と今後の重要度を尋ねた結果、課題が多く重点的に進めるべき分野として、農業

基盤整備や担い手対策、農業による地域活性化、保健・福祉・医療・子育て環境の充

実、国保や年金の安定化、道路環境の向上や公共交通網の維持・充実、地域防災力等

の強化、教育環境の充実などが挙げられていました。 

第３次まちづくり計画については、令和８年４月の改選期を挟むため、令和８年度

途中での策定となることが見込まれます。 

人口減少や少子高齢化が急速に進み、各業種において人員不足が課題となっている

ほか、水産業においても、ホタテ貝、毛ガニ、秋サケなど主力業種の水揚げ量が減少

傾向にあり、また酪農においても、飼肥料の高騰などにより経営がひっ迫するなど、

大変厳しい状況が予想されます。 

持続的な地域の発展や住民福祉の向上を図るためにも、町民が望むこれらの重点項

目を参考にしながら、今後とも協議検討を進めていく必要があります。 

次に、枝幸町ふるさと創生総合戦略。 

令和２年３月に策定された枝幸をふるさと創生総合戦略は、地方創生の観点から、

人口減少、少子高齢化対策に重点を置いた計画であり、令和４年度は３年目の折り返

しを迎えていました。 

しかしながら、コロナ禍の進捗状況の遅れや変更等に加え、計画期間について令和

７年度までのまちづくり計画との整合性を図るほか、新規施策を反映させるための内

容の一部変更や見直しを行いつつ、計画期間は令和７年度まで１年間延長となりまし

た。 

令和４年 11 月の改定では、結婚新生活支援などをはじめ、保育教諭就学支援貸付

事業などの育児・子育て施策、空き家等除去費用補助や雇用促進住宅建設支援事業な

どの定住対策のほか、地域公共交通の再編成、産業振興では、森林環境譲与税活用事

業や中小企業等活性化助成事業の拡充などが追加されました。 

令和５年 11 月の改定では、デジタルを活用した社会的課題解決、魅力向上を図る

ための基本目標を追加し、マイナンバーカードの保有率向上、枝幸町公式アプリの利

用促進、情報システム標準化などが設定され、また、名称についても枝幸町デジタル

田園都市国家構想の実現に向けたふるさと創生総合戦略に変更されました。 

当総合戦略については、人口減少の克服と地方創生の目的を達成するため、具体的

な目標や実行する政策を位置づけて取り組み、PDCA サイクルによる計画の実効性を
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高めるため、各担当課において、年１回、目標指標に対する評価と検証が行われてい

ます。 

また、進捗状況は、役場内部の総合戦略本部会議や民間委員の有識者会議において

情報共有や意見交換が行われ、その後、本委員会で報告を受けたところであります。 

上位計画である第３次まちづくり計画が令和８年度に策定される見通しであること

にあわせて、当総合戦略についても新たに策定される予定でありますが、成果が見え

始めた分野と課題が顕在化した分野が混在しており、次期計画の策定に向けて戦略的

な見直しや重点的な取組の方向性の整理が必要なことから、今後とも協議検討を進め

ていく必要があります。 

次に、枝幸町地域公共交通の再編成であります。 

令和元年９月に策定した枝幸町地域公共交通網形成計画に基づくこれまでの取組と

して、令和２年４月より、路線バス浜頓別線と音標・雄武線の減便、通学利用が多い

朝便を休校日は運休としたほか、令和２年 10 月より、枝幸南部地区の内陸部を運行

区域とするデマンド型交通の実証運行を行ってきました。 

令和４年７月から運行開始したコミュニティバスについては、運行体制等の改善を

目的に実施されたアンケート調査結果をもとに、令和５年度より歌登地区から枝幸市

街地行を増便したほか、令和５年３月 31 日をもって廃止した公衆浴場はまなすの代

替施設となるホテルニュー幸林までの移動手段の確保などの見直しが行われました。 

また、枝幸町ふるさと創生総合戦略において、生活交通について KPI を示しており、

毎年、進捗管理を実施して有識者会議や議員に対して報告していることを踏まえ、当

総合戦略との整合性を図るため、枝幸町地域公共交通網形成計画の計画期間は令和７

年まで２年度延長となりました。 

地域公共交通の利用状況について随時報告を受けている中で、バス利用者の減少、

燃料価格の高騰、運転者不足など課題が山積しており、また、えさし号旭川線の道北

バスが運行していた便は、令和６年４月１日から当面の間休止しているなど、枝幸町

の公共交通を取り巻く現状は大変厳しい状況にあります。 

令和８年度から始まる枝幸町地域公共交通計画の策定については、課題の洗い出し、

目指す姿、計画目標などを基本的な方針としながら、公共交通への財政負担や持続可

能な公共交通体系のあり方について、枝幸町地域公共交通活性化協議会とともに今後

とも検討を進めていく必要があります。 

その他といたしまして、令和８年度から 12 年度まで計画期間である枝幸町過疎地

域持続的発展市町村計画については、国の過疎地域の持続的発展の支援に関する特別

措置法に基づき、過疎地域に指定されている市町村は本計画の策定を要し、本計画に

登載している事業のみ有利な財政支援措置を受けられる過疎対策事業債などを活用す

ることができることから、令和７年度中に基本計画を策定する旨の説明を受けました。 

おわりに、枝幸町まちづくり計画や総合戦略など重要な計画作成や政策の形成段階

から、議会と執行者側がお互いに連携して政策の理念を議論する必要があるとの判断

のもと設置した本特別委員会は、その趣旨に従って執行者側と協議し調査・検討を重

ねることができました。 

委員各位におかれましては、精力的にご審議いただきましたことに、心から敬意と

感謝の意を表する次第であります。 

審議されたそれぞれの計画は、議会としても引き続き検証を行いながら、より豊か
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で住みよいまちづくりを目指していかなければなりません。 

町の最上位計画である第３次枝幸町まちづくり計画をはじめ、枝幸町ふるさと創生

総合戦略、枝幸町地域公共交通計画など、これら重要な計画が、今後新たに策定され

ることになります。 

町長及び議会議員ともに令和８年４月は改選期でありますが、まさに令和８年度は、

新たな枝幸町を構築するうえで大変重要な年度となります。 

改選後の新体制のもとで、地方自治の二元代表制の一翼を担う議会としてあるべき

姿を常に意識しながら、今後とも、町民の皆様の声に耳を傾けて町政に反映されるよ

う、本特別委員会の重要性を再認識して活動されることをご祈念申し上げ、まちづく

り等調査特別委員会としての中間報告といたします。 

ご清聴ありがとうございました。 

○議長（小原 仁君） 大変ご苦労さまでした。以上をもちまして、委員長の報告が

終わりました。 

お諮りいたします。 

質疑、討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 したがって、質疑、討論を省略させていただきます。 

これをもちまして、枝幸町議会まちづくり等調査特別委員会中間報告を終わります。 

 

◎日程第６ 陳情第１号 ～ 日程第７ 陳情第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第６ 陳情第１号 政党機関紙の庁舎勧誘行為の実態調

査を求める陳情書。日程第７ 陳情第２号 日本国憲法の尊重・擁護に関する要請書

を議題といたします。 

これらの陳情書は、議長あてに送付のあった陳情書であります。内容は、お手元に

配付いたしました陳情文書表のとおりであります。 

本陳情の取り扱いについては、議会運営委員会で協議された結果、全議員に資料配

付として処理したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第１号及び陳情第２号については、全議員に資料配付といたしま

す。 

なお、本陳情に賛同のある場合は、意見書等をもって提案願いたいと思います。 

 

◎日程第８ 承認第１号 

○議長（小原 仁君） 日程第８ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについ

てを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書１ページでございます。 

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて。 
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地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

処分事項でございます。専決処分の内容は、令和７年度枝幸町一般会計補正予算。

専決処分年月日は、令和７年 12 月 23 日。専決処分の理由は、議会を招集する時間的

余裕がなかったためでございます。 

続いて、専決処分書でございます。地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会

を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり専決処分する。 

令和７年 12 月 23 日 枝幸町長。 

令和７年度枝幸町一般会計補正予算。 

令和７年度枝幸町一般会計補正予算第５号は、別紙に定めるところによる。 

別冊、令和７年度一般会計補正予算書第５号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億 3,798

万 5,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 137 億 6,091 万

1,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

今回の補正予算につきましては３点ございまして、１点目は、ふるさと納税による

寄附金が年末で８億 9,000 万円を超え、現行予算より大きく伸びたことにより、それ

に伴う年度末までの各月の返戻品及び業務委託業者への支払いが間に合わないため、

予算措置をお願いするものでございます。 

２点目は、国の物価高騰対応としての重点支援地方創生臨時交付金を活用し、酪農

業に対する飼料等の高騰支援として助成金を支給するものでございます。 

３点目は、国の物価高対応としての子育て応援手当でございまして、高校生までの

子ども１人当たり２万円をプッシュ型で支給できるようにするためのものでございま

す。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。10 ページを

お開き願います。歳入でございます。 

15 款国庫支出金、２項国庫補助金は 3,798 万 5,000 円の増額で、物価高騰対応重

点支援地方創生臨時交付金が 2,050 万円、物価高対応子育て応援手当支給事業費及び

事務費補助金が 1,748 万 5,000 円のそれぞれ追加でございます。 

18 款１項寄附金は２億円の増額で、ふるさと未来応援寄附金の指定寄附金でござ

います。 

以上、歳入合計は、補正前の額 135 億 2,292 万 6,000 円に対し、２億 3,798 万

5,000 円を増額し、137 億 6,091 万 1,000 円とするものでございます。 

歳入は以上です。 

続いて、歳出でございます。14 ページをお開きください。 

２款総務費、１項総務管理費は２億 3,798 万 5,000 円の増額。内訳は、15 ページ、

ふるさと納税推進事業１億円。その下、基金管理費１億円のそれぞれ増額。その下、

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用する事業として酪農畜産経営継続支

援事業 2,050 万円、その下、物価高騰対応子育て応援手当支給事業 1,748 万 5,000

円のそれぞれ追加でございます。 
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以上、14 ページ下段の歳出合計は、補正前の額 135 億 2,292 万 6,000 円に対し、

２億 3,798 万 5,000 円を増額し、137 億 6,091 万 1,000 円とするものでございます。 

17 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上、専決処分いたしました令和７年度枝幸町一般会計補正予算第５号の内容説明

とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑は行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第１号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第１号 専決処分の承認を求めることについては、承認すること

に決定されました。 

 

◎日程第９ 承認第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第９ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについ

てを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書２ページでございます。 

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

処分事項でございます。専決処分の内容は、令和７年度枝幸町一般会計補正予算。

専決処分年月日は、令和８年１月 19 日。専決処分の理由は、議会を招集する時間的

余裕がなかったためでございます。 

続いて、専決処分書でございます。地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会

を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり専決処分する。 

令和８年１月 19 日 枝幸町長。 

令和７年度枝幸町一般会計補正予算。 

令和７年度枝幸町一般会計補正予算第６号は、別紙に定めるところによる。 

別冊、令和７年度一般会計補正予算書第６号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 995 万

4,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 137 億 7,086 万 5,000



- 14 - 
 

円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

今回の補正予算は、２月８日執行の第 51 回衆議院議員総選挙執行経費の計上でご

ざいます。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。10 ページを

お開き願います。歳入でございます。 

16 款道支出金、３項委託金は、995 万 4,000 円の増額で、衆議院議員選挙執行委

託金でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 137 億 6,091 万 1,000 円に対し、995 万 4,000 円

を増額し、137 億 7,086 万 5,000 円とするものでございます。 

歳入は以上です。 

続いて、歳出でございます。14 ページをお開き願います。 

２款総務費、４項選挙費は 995 万 4,000 円の増額で、衆議院議員選挙執行経費で

ございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額 137 億 6,091 万 1,000 円に対し、995 万 4,000 円

を増額し、137 億 7,086 万 5,000 円とするものでございます。 

17 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上、専決処分いたしました令和７年度枝幸町一般会計補正予算第６号の内容説明

とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認め認めます。ご質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第２号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本件については承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第２号 専決処分の承認を求めることについては、承認すること

に決定されました。 

もう１時間近く経ちますので、これより 11 時 10 分まで休憩したいと思います。 

休憩 午前１０時５３分 

再開 午前１１時１０分 

 

◎日程第１０ 議案第１号 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

日程第 10 議案第１号 枝幸町過疎地域持続的発展市町村計画の変更についてを

議題といたします。 
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提案理由の説明を求めます。 

企画課長。 

（企画課長中川一広君 登壇） 

○企画課長（中川一広君） 議案書３ページでございます。 

議案第１号 枝幸町過疎地域持続的発展市町村計画の変更について提案内容の説明

をします。 

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第 10 項の規定に基づき、

枝幸町過疎地域持続的発展市町村計画を別紙により変更する。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

本議案につきましては、令和３年に施行された当時の過疎新法であります過疎地域

の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づき策定した枝幸町過疎地域持続的発展

市町村計画の計画期間が終了となり、新たに令和 13 年３月 31 日までの５ヶ年を計画

期間とする同計画を更新策定するものです。 

なお、以降の説明につきましては、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置

法を過疎法、枝幸町過疎地域持続的発展市町村計画を過疎計画と略して説明をさせて

いただきます。 

また、今回は、新たな活動計画の策定にはなりますが、総務省から令和 12 年度ま

での現行過疎法期間内の策定につきましては、変更扱いになると示されておりますの

で、令和７年度までの過疎計画を令和 12 年度までの新過疎計画に全部変更する取り

扱いとし、議案も変更としております。 

議会議決の前提となります北海道知事との協議につきましては、本年２月 13 日付

をもって異議がない旨の回答を得ており、法の規定に基づく国への計画提出に当たっ

て議会の議決を要するため、提案させていただくものでございます。 

はじめに、過疎法につきましては、過疎地域に指定された市町村が、計画的な地域

振興対策を実施するために必要な財源に対し特別な財政措置等が講じられるもので、

過疎計画につきましては、過疎対策事業債の借り入れなどの条件として、計画の中に

対象となる各種事業を幅広く盛り込んで明記するものでございます。 

それでは、別冊の過疎計画をご覧ください。過疎計画につきましては 75 ページに

も及ぶことから、表紙の次のページの目次によりまして説明をさせていただきます。 

１ページからは、１、基本的な事項として、枝幸町の概況、人口及び産業の推移と

動向、行財政の状況、持続的発展の基本方針、基本目標、達成状況の評価に関する事

項、計画期間、公共施設等総合管理計画等との整合の８項目について記載しておりま

す。 

15 ページからは、２、移住定住地域間交流の促進、人材育成に係る現状と問題点、

その対策、計画の３項目について記載しております。 

18 ページからは、３、産業の振興に係る５項目について記載しております。 

以降、同様に、29 ページからは、地域における情報化について、32 ページからは、

交通施設の整備、交通手段の確保について、37 ページからは、生活環境の整備につ

いて、44 ページからは、子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向上及び増

進について、51 ページからは、医療の確保について、54 ページからは、教育の振興

について、59 ページからは、集落の整備について、62 ページからは、地域文化の振

興等について、65 ページからは、再生可能エネルギーの利用の推進について、68 ペ
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ージから 71 ページには、その他地域の持続的発展に関し必要な事項についてとして、

それぞれですね、現況と問題点、その対策、計画、各公共施設等総合管理計画等との

整合、この４項目についてを記載しております。 

最後に、72 ページから 75 ページには、ソフト事業であります過疎地域等、過疎地

域持続的発展特別事業分を事業計画の再掲として記載しております。 

これらの区分や構成につきましては、市町村が過疎計画を定める際の指針、また、

道が過疎地域、北海道が過疎地域に協力して講じようとする措置の指針として、過疎

法に基づきまして、北海道全体の過疎対策の大綱を示すために、昨年末に定めました

北海道過疎地域持続的発展方針に準じております。 

また、個々の詳細の内容につきましては、別冊をご覧いただくことで説明を省略さ

せていただきますが、対策や計画に掲載した事業につきましては、まちづくりの観点

から幅広に掲載しております。 

各年度での産業動向や社会経済情勢などを踏まえ、財政的な裏付けを得たうえで実

施決定していくこととなり、また、変更も可能なことから、今後も随時、協議、情報

提供をさせていただきますのでご理解をお願いします。 

以上、簡単ではございますが提案説明とさせていただきますので、ご審議のうえ、

ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございませんか。ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑ないということでございますので、これで質疑を

終わります。 

これから討論を行います。討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第１号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１号 枝幸町過疎地域持続的発展市町村計画の変更については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 11 議案第２号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書４ページでございます。 

議案第２号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について。 
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枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

当町の給与につきましては、従来より、人事院勧告の趣旨を踏まえ、国家公務員制

度改正に準拠することを基本として給与制度を整備したところであります。 

通勤手当につきましては、昨年 12 月開会の第４回定例会にて、人事院勧告に基づ

き燃料価格の変動等に伴い、片道 7.5 キロ以上の距離数に応じた区分の支給額の引上

げを行ったところであります。 

本改正は、通勤手当の制度を国の取扱いと整合させるため、支給上限額の設定と職

員の区分、通勤距離に応じた支給額を規則に委任することにより、今後の人事院勧告

等に対しましても迅速かつ的確に対応できるよう、所要の改正を行うものであります。 

改正条文の読み上げは省略させていただき、別冊、議案関係参考資料によりご説明

申し上げます。別冊、議案関係参考資料の１ページをお開き願います。 

改正条文は、第 12 条、通勤手当、第２項第２号、自動車を使用する職員の通勤手

当の改正でございます。 

本条例で、支給上限額を片道 60 キロの３万 8,700 円に設定し、１ページ中段から

３ページの職員の区分距離数に応じた支給区分額は、規則で定めた、規則で定めるこ

ととするものでございます。 

附則として、この条例は、令和８年４月１日から施行します。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、提案理由、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい、６番小林議員。 

○６番（小林正弘君） はい、６番小林です。 

一点だけちょっとお伺いしたいんですが、当町は合併町なんで歌登地区から枝幸町

の方に多くの職員が通われているとは思うんですが、この金額でいくと１万ちょっと

ぐらいの額なのかなっていうふうに想像するんですが、この額では到底足りないとは

思うんですが、その辺のことについてどうお考えになっているか、教えていただけれ

ば。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 今のご質問、小林議員の質疑に答えいたします。 

合併して、歌登・枝幸間につきましては、現在１万 400 円、月額１万 400 円とな

っております。 

実際の燃料費単価と比べて高くないかというご質問で、安く、安くないかというこ

とでありますけれども、あくまでも通勤手当につきましては、国の基準に基づいて行

っております。 

また、昨年の末にも定例会で提案させていただきましたけれども、燃料単価の高騰

などにつきましてもその都度見直しを行っておりますので、ご理解の方をお願いいた

したいと思います。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。 
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（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、他にないということでございますこれで、質疑を終わ

ります。 

これから討論を行います。討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第２号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12 議案第３号 枝幸町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君 登壇） 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 議案書の５ページをお開き願い願います。 

議案第３号 枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

提案理由のご説明を申し上げます。本条例改正は、令和６年公布の子ども・子育て

支援法等の一部を改正する法律により、児童手当の拡充など各種施策が進められてお

り、その財源として、健康保険制度において新たに子ども・子育て支援金が設けられ、

令和８年度から被保険者にご負担を求めることに対応するものとなります。 

国民健康保険制度は平成 30 年度から都道府県単位で運営されておりますが、北海

道では、この新たな子ども・子育て支援納付金について、道内統一の保険税率により

課税する方針が示されており、所要の改正を行うものでございます。 

改正内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明いたします。議案

関係参考資料の４ページをお開き願います。資料右側の改正後条文によりご説明申し

上げます。 

まず、第２条の課税額でございますが、第１号基礎課税額の定義において、これま

での後期高齢者支援金や介護納付金に加え、新たに子ども・子育て支援納付金を設け、

第４号に子ども・子育て支援納付金課税額として納付金に充てる費用を明記し、保険

税の課税区分に追加するものです。 

次に、５ページ上段の第３項ですが、国民健康保険の文言を追加し条文の整合を図

るものです。 

次に、中段の第５項では、子ども・子育て支援納付金課税額の算定について、所得

割額、被保険者均等割額、世帯別平等割額に 18 歳以上被保険者均等割額を加算する
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規定としております。 

次に、第３条は、前条改正により引用する法律名を法に改めるものです。 

下段から次ページ中段にかけての第５条の２で、基礎課税額の世帯別平等割に関連

し、子ども・子育て支援納付金課税額の世帯別平等割額を第９条の７に設け、対象条

文を追加するものです。 

次に、６ページ中段の第９条の４からは、子ども・子育て支援納付金として、道内

統一の税率により算定区分ごとの規定を設けるものです。 

第９条の４では、所得割額について、基礎控除後の総所得金額に 100 分の 0.29 を

乗じて算出するものです。 

次に、第９条の５では、被保険者均等割額について、被保険者１人につき 900 円と

するもので、第９条の６では、18 歳以上の被保険者に加算となる均等割額を１人に

つき 200 円とするものです。これにより、18 歳以上の被保険者は、加算額を含め、

均等割額合計が１人当たり 1,100 円となります。 

次に、下段の第９条の７では、世帯別平等割額として、第１号により 1,000 円とす

るものです。また、７ページ上段の第２号の特定世帯は、75 歳になられ後期高齢者

医療制度へ移行することで国保加入者が１人となる世帯となりますが、特定世帯は

500 円。第３号の特定継続世帯は 750 円とするものです。 

次に、第 23 条です。国民健康保険税の減額に関する規定ですが、第１項本文に子

ども・子育て支援納付金課税額を減額対象として追加するものです。第１号は、所得

金額が 43 万円以下の世帯について、保険税額算定のうち、均等割額及び平等割額が

７割軽減となる規定です。 

８ページ中段となりますが、子ども・子育て支援納付金課税額の減額について、キ、

ク、ケとしてそれぞれ追加するもので、キは、均等割額として１人につき 630 円、ク

は、18 歳以上均等割額で 140 円、ケは、世帯別平等割額として(ア)の一般世帯１世

帯につき 700 円、(イ)の特定世帯 350 円、(ウ)の特定継続世帯 525 円を減額となる

金額として規定するものです。 

同様に、その下の第２号は、５割軽減の規定となり、９ページ上段にかけてのキか

らケまでとして均等割額及び平等割額が５割軽減となるものです。 

その下の第３号は、２割軽減として同様にキからケまでとして規定するものでござ

います。 

続きまして、10 ページ上段の第２項でございますが、小学校就学前の未就学児は、

世帯所得に関わらず１人当たり均等割額が５割軽減となる規定で、第３号に子ども・

子育て支援納付金課税額として、(ア)の７割軽減世帯 135 円、(イ)の５割軽減世帯

225 円、(ウ)の２割軽減世帯 360 円、(エ)の軽減適用のない世帯 450 円として追加

するものです。 

次に、第３項は、出産される被保険者の保険税軽減に 18 歳以上均等割額を追加す

るものです。下段の第７号では出産被保険者における子ども・子育て支援納付金の所

得割額、11 ページの第８号は均等割額、第９号は 18 歳以上均等割額についてそれぞ

れ減額規定を整備するものです。 

続きまして、中段の第４項は、世帯内の 18 歳に達する日以後の最初の３月 31 日以

前である被保険者として、18 歳未満被保険者の減額を新たに追加するもので、子ど

も・子育て支援納付金の算定におきましては、１人当たりの均等割額について高校生
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以下では全額が減額となる規定です。 

次に、11 ページ下段の第９項から、飛びますが 17 ページの第 19 項にかけての附

則でございます。こちらにつきましては、新設となる第９条の４子ども・子育て支援

納付金の所得割について、引用が必要な項目にそれぞれ対象として追加するものでご

ざいます。 

最後に、17 ページ下段の附則でございますが、施行期日、第１項、この条例は、

令和８年４月１日から施行する。適用区分、第２項、改正後の枝幸町国民健康保険税

条例の規定は、令和８年度以降の年度分の国民健康保険税について適用し、令和７年

度分までの国民健康保険税については、なお従前の例によるとしてございます。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第３号の提案理由及び内容の説明とさせて

いただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございませんか。 

はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 何点かご質問したいんですが、まずですね、冒頭の方で子ど

も・子育て支援法っていうのが出てきますね。 

これ国で定められたものなので、これについての賛否をどうこうということではな

いんですが、これに基づいて子ども・子育て支援納付金というのが出てまいります。 

これがですね、若干説明にもありましたがど、具体的にどのようなものに使われる

のかという部分をちょっと詳しく説明していただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えさせてい

ただきます。 

子ども・子育て支援金の拡充、法改正によりまして、様々な子育て支援施策が拡充

されておりますが、国で示されている、おりますものといたしまして、児童手当の拡

充としまして、第３子以降は１人当たりの月額を３万円としていること、育児時短就

業給付を設けているもの、育児期間中の国民年金保険料の免除をしているもの、妊婦

の支援給付、出生後休業支援給付、誰でも通園制度、こういったものが新たに令和６

年度の法改正によって設けられておりまして、このたびの令和８年度から、それの財

源として健康保険においてご負担をいただくといった内容となっております。 

○議長（小原 仁君） いいですか。５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  それでですね、ちょっと疑問に思っているのが、この子ど

も・子育て支援納付金っていうのは、これ、今回、国保税に賦課されるということに

なってますけども、これは国保税に入っている人たちだけが払うものなのか、それと

もその他の税金を払っている国保に入ってない人ですよね、そういう人たちも負担す

るものなのか、そこをちょっと説明してもらえますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

こちらにつきましては、全国民で子育てを支援するという形になっておりまして、

今、国民健康保険税についてご説明させていただきましたが、協会けんぽ、社会保険
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の方で示されているものを見てみますと、令和８年度に新たに子ども・子育て支援金

として 0.2％っていう率が協会けんぽの中では設けられております。 

また、後期高齢者支援制度の中でも同様な形で新たに子ども・子育て支援金が設け

られておりまして、国保に限らず全ての方に納付いただくような制度となっておりま

す。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。そういうちょっとなんか安心するとこ

ろなんですが。 

それで、ちょっと基本的なことをお伺いしますけれども、この国保税の収納にです

ね、７割軽減、５割軽減、２割軽減っていうのが設けられていますね。これはどうい

う意味で設けられているのかというところをちょっと端的に説明していただけますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） こちらにつきましては地方税法の中に規定がご

ざいまして、それぞれ世帯の所得に応じまして、43 万円以下の所得である場合７割

軽減という一番高い軽減の割合となるんですが、実際のご負担として３割負担いただ

く形となりまして、以下５割ですとか２割の軽減につきましては、世帯の所得と被保

険者の人数に軽減の率を乗じまして、それぞれの所得金額を世帯に応じて設定されな

がら、該当される方に軽減を設ける制度という形になっております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 要するに７割軽減というのは、給与所得が 43 万円以下とい

う要するに低所得者のための軽減策っていうことになりますね。 

それで、今回のこの国保税の改正でですね、７割軽減の方のモデルケースっていう

のはこの間の全員協議会でお示しいただきましたが、例えば２人世帯の部分でも 900

円の増額ということになります。７割軽減でね。 

要するに低所得者で、なかなか生活が大変だという方に対して国保税を安くしてい

るっていうそういう中で、この 900 円を増税するという、この辺がちょっとやっぱり

納得できない部分ではあるんですね。 

それで、７割軽減、５割軽減、２割軽減ってありますけども、この方々にそれぞれ

増額しているわけですが、この総額っていうのがどれぐらいになるか、計算ができて

いればちょっと教えていただきたいんですが。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） はい、今おっしゃっていただきましたご質問だ

ったんですけれども、それぞれの軽減額の合計につきましては、ちょっと後ほど説明

させていただくような形にとりたいと思うんですけれども。 

世帯のそれ、枝幸町の中では、今回の税率改正によりまして、全体で 1,100 万円ほ

どの納付金として、保険税として、今回の税率によって集まるっていうような収納さ

せていただく予定としております。 

それで、軽減を受けているような所得の世帯についても、そういった保険税負担が

あるのかっていうところではあるんですけれども。 

確かに、今、給付と負担の割合ですとか社会保険料率が負担が重くてですね、全国

的にもそういった課題、国民負担率が大きくなっているですとか様々な課題がある中

で、一方では病院経営が大変ですとか、そういった社会保障費のに関する課題ってい
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うのがたくさんあるのかなというふうに思っておりますが、このたび国で法で定めら

れれております算定方法ですとか対応によりまして、国保を持続的に運営していくた

めに、このたびの改正によってご負担をお願いしたいなというふうに考えております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 国民健康保険のですね基金がありますね。今回、令和８年度

にこの基金を取り崩す金額とその後の残高をちょっと教えてください。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） すいません、お時間いただきまして。 

国保事業基金の残高の関係ですが、令和７年度決算見込みにおきまして、残高、年

度末 8,216 万円になる見込みとなっております。 

その後、令和８年度以降の、今後、予算の中でもお示しさせていただきますが、令

和８年度では総額のうちの 2,000 万円を取り崩し、以降、９年度、10 年度、11 年度

にかけまして、町独自の基金を活用した軽減を図りながら令和 12 年度から道内統一

の保険税率となりますが、そこまでに全体の給付費の５％程度の 2,500 万円程度の残

高になるように、段階的に基金を活用しながら税率改正を進めてまいりたいというふ

うに考えております。 

○議長（小原 仁君） はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） これで質問を終わりますけども、さっき言った軽減、７割、

５割、２割軽減されている方の今回の増額での総額、これをちょっと教えていただい

て、次に、次の討論に行きたいというふうに思うんですけども。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 申し訳ありません。 

先ほどご質問いただきました軽減額の総額でございますが、子ども・子育て支援金

につきましては、７割軽減の世帯で全体で 51 万円、５割軽減の世帯で 17 万 2,000

円、２割軽減の世帯で４万 8,000 円となり、軽減全体としましては 77 万円程度の金

額になるんではないかというふうに推計しております。 

○議長（小原 仁君） はい、他にございませんか。はい、これで質問質疑がないよ

うでございますので、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 今回のこの議案について、反対の立場で討論させていただき

ます。 

今の質疑でも明らかになったようにですね、７割軽減、５割軽減、２割軽減という

ところの金額総額で大体 77 万円程度ということですよね。 

それで、基金が 8,200 万あるという、今回また 2,000 万取り崩しているんだが、

まだ結構な金額があるっていう中でですね、今、物価が高騰して非常に生活が大変な

中っていうのは、もう皆さんご存知だと思うんですけども。 

これだけ物価が上がって、お米の値段が上がって本当に生活しづらい中ですね、こ

の低所得の方々は 100 円でも税金が上がるっていうのには非常に反対されるというか、

反発されるというか、そういう方が多くいらっしゃるというふうに思います。 

そういう中で、基金がまだ十分にあるというふうな中、この 77 万円を得るために

増額するのはいかがなものかというふうにやっぱり考えざるを得ませんので、この議
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案については反対をします。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 賛成討論の方いらっしゃいますか。特にございませんか。 

採決してよろしいですか。 

（賛成討論なし） 

○議長（小原 仁君） はい、それでは採決をいたします。 

それでは、賛成の諸君の挙手を求めます。 

（挙手多数） 

○議長（小原 仁君） はい、挙手多数と認めます。 

これで、議案第３号 枝幸国民健康保険税条例の一部を改正する条例は、可決され

ました。 

 

◎日程第１３ 議案第４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 13 議案第４号 枝幸町公園施設条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

観光課長。 

（観光課長佐藤貴幸君 登壇） 

○観光課長（佐藤貴幸君） 議案書９ページでございます。 

議案第４号 枝幸町公園施設条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町公園施設条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

提案理由についてご説明申し上げます。この度の一部改正につきましては、本条例

第２条で施設の名称及び位置を定めております北緯 45 度国際広場の項を改定するも

のであります。 

北緯 45 度国際広場につきましては、昭和 63 年に問牧地区に設置をされ、築後 38

年が経過をしております。 

旧枝幸町・旧歌登町が合併をし、両町の公共施設を継承してきておりますが、多く

の施設で経年劣化による老朽化が進んでおります。 

このため、今後さらに厳しさを増す財政状況や人口減少などを踏まえ、適正な施設

配置、効率的な管理運営、財政負担の軽減に向け、令和５年３月に策定をしておりま

す枝幸町公共施設再配置計画に基づき廃止するものとして改定をするものです。 

改正条例案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げ

ます。19 ページをお開きください。 

第２条、施設の名称及び位置を定めております北緯 45 度国際広場、枝幸町問牧

865 番地１、7941 番地、7942 番地の項を削ります。 

附則といたしまして、この条例は、令和８年４月１日から施行するものとしており

ます。 

以上、大変簡単ではございますが、議案第４号の提案理由の説明とさせていただき

ます。 

ご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 
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これから質疑を行います。質疑、質疑ございませんか。 

はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 枝幸町は昔から北緯 45 度のまちという謳い文句があったと

思うんですけれども、この歌登のちょうどあそこら辺に 45 度の記念館もあったんで

すけども、全て取って北緯 45 度というまちという言葉がなくなるってことですかね。 

○議長（小原 仁君） 観光課長。 

○観光課長（佐藤貴幸君） ただいまの岩谷議員のご質問にお答えいたします。 

今回、45 度の名称がなくなるかということのご質問かと思います、思われますが、

北緯 45 度国際広場のですね公園施設が閉鎖をするという形にはなりますけども、北

緯 45 度のまちがなくなるということではないということで、ご理解いただければと

思います。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 北緯 45 度でありますよという、そういう表示は続けるとい

うことですか。 

○議長（小原 仁君） 観光課長。 

○観光課長（佐藤貴幸君） 北緯 45 度のですね標識といいますか、国道にですね問

牧地区の国道にですね北緯 45 度の通過のモニュメントが設置をしてございますので、

開発局で設置しているモニュメントはそのまま残る形になります。 

○議長（小原 仁君） いいですか。はい、他にございませんか。はい、質疑がないよ

うでございますので、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第４号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４号 枝幸町公園施設条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。  

 

◎日程第１４ 議案第５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 14 議案第５号 枝幸町南宗谷ゴルフ場条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

観光課参事。 

（観光課参事堀川 光君 登壇） 

○観光課参事（堀川 光君） 議案書 10 ページでございます。 

議案第５号 枝幸町南宗谷ゴルフ場条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町南宗谷ゴルフ場条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

今回の一部改正につきましては、別表中に定めております南宗谷ゴルフ場の使用料
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について、昨今の原材料価格及びエネルギー価格の高騰により、使用料の見直しを図

る中で、カート使用料を改定するものです。 

改正条例案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げ

ます。20 ページをお開きください。 

別表第 14 条関係では、南宗谷ゴルフ場の使用料の改定で、改正後、カート使用料

4,400 円となります。 

この条例の附則でございますが、この条例は、令和８年４月１日から施行するとし

ております。 

なお、これにより、指定管理者での当該カード使用料は、近隣施設における使用料

や経営状況を見ながら判断し、４月以降の料金を規定の範囲内で改定する予定であり

ます。 

以上、簡単ではございますが、議案第５号についての議案説明とさせていただきま

す。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございませんか。 

はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） カート代が１人 4,400 円になるということなんですが、ゴ

ルフ場には２人乗りカートと４人乗りカートと新しい方のと古い方とありますけども、

２人乗りカートに１人乗っても 4,400 円、２人乗ったら倍の 8,800 円ぐらいかかる

という、４人乗りカートになっても１人は 4,400 円で済むということで、単純に考え

て会員ビジターのゴルフ料金が単純に１人 2,200 円上がるってことですか。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまの岩谷議員のご質問にお答えします。 

先ほども条例説明、改正の説明で申し上げましたとおりですね、この条例につきま

しては、あくまでも上限というところでございまして、この料金の上限の範囲内で指

定管理者と協議しながら、４月１日以降の料金を検討して改正していきたいと考えて

おります。 

あの、お一人の金額の値上げについてっていうところを検討しているところでござ

いますが、使用料とカート使用料、コース場利用料とカート使用料を合わせた中で約

2,200 円も上げるかというと、そうではなくて、大体 600 円程度の値上げという、引

き上げというところを現在検討しているところでございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、他にございませんか。よろしいです

か。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、これ以上質疑がないということでございますので、こ

れで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。討論を終わります。 
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これより、議案第５号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５号 枝幸町南宗谷ゴルフ場条例の一部を改正する条例につい

ては、原案のとおり可決されました。 

次の日程に入りますと、会議時間を超過してしまいますので、これで午前中の会議

を終了したいと思いますがよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、それでは、昼食のため午前中の会議はこれで終了いた

します。 

なお、再開は１時からとなります。よろしくお願いいたします。 

休憩 午前１１時５４分 

再開 午後 １時００分 

 

◎日程第１５ 議案第６号 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

日程第 15 議案第６号枝幸町給水条例の一部を改正する条例についてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 11 ページをお開きください。 

議案第６号 枝幸町給水条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町給水条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。今回の一部改正につきましては、水道法施行令の

改正に伴い、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要件等についての改正及び文

言の整理を行うものでございます。 

近年、水道施設の老朽化や耐震化工事等の増加、また、水道整備管理行政職員の減

少に伴い、布設工事監督者や水道技術管理者の確保が困難となっていることから、学

歴及び学科要件における土木工学科以外の課程の追加と技術上の実務経験年数の要件

を簡易水道事業と同等に見直しをする改正内容となってございます。 

それでは、別冊の議案関係参考資料により内容をご説明申し上げます。21 ページ

でございます。 

議案第６号 枝幸町給水条例でございますが、下線表示部分が今回の条例の改正箇

所で、右側が改正後でございます。 

はじめに、第１条、第４条第１項、第８条第２項、第 11 条第２項、22 ページ、第

21 条第３項、第 35 条第２項につきましては、文言の整理でございます。 

次に、41 条でございます。布設工事監督者の資格を定めており、学歴及び学科要

件、技術上の実務経験年数を改正するものでございます。 
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学歴及び学科要件の読み上げは省略させていただき、改正後の実務経験年数のみ申

し上げさせていただきますが、第１号では実務経験年数を１年６ヶ月に、第２号では

２年以上に、第３号では 23 ページにまいりまして２年６ヶ月以上に、第４号では新

たに短期大学等の機械科若しくは電気科等を卒業した後３年以上実務経験を有する者

を追加、第５号では３年６ヶ月、第６号では新たに高等学校等の機械科若しくは電気

科等を卒業した後４年以上実務経験年数を有する者を追加し、第７号では５年以上に、

第８号では１年６ヶ月以上に、第９号では文言の整理を、24 ページにまいりまして、

第 10 号では６月以上、第 11 号では新たに建設業法施行令の規定による１級土木施工

管理技術検定に合格したもので１年６ヶ月以上実務経験を有する者を追加するもので

ございます。 

次に、第２項、簡易水道事業の用に供する水道の読替規定は削除いたします。 

続きまして、第 42 条でございます。水道技術管理者の資格を定めており、学歴及

び学科要件、技術上の実務経験年数を改正するものでございます。 

学歴及び学科要件、実務経験年数の読み上げは省略させていただきますが、第１号

から 26 ページ第６号まで、学歴及び学科要件、実務経験年数を改正、第７号では新

たに技術士法の規定による資格要件を追加、第８号では新たに建設業法施行令の規定

による資格要件を追加するものでございます。 

次に、第２項、簡易水道又は１日最大給水量が 1,000 立方メートル以下の専用水道

についての読替規定は削除いたします。 

その下、附則でございますが、この条例は、令和８年４月１日から施行すると定め

ております。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第６号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を行います。討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これより、議案第６号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６号 枝幸町給水条例の一部を改正する条例については、原案

のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 16 議案第７号 枝幸町水道事業及び下水道事業の

契約の方法の特例に関する条例を廃止する条例についてを議題といたします。 
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提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 14 ページをお開きください。 

議案第７号 枝幸町水道事業及び下水道事業の契約の方法の特例に関する条例を廃

止する条例について。 

枝幸町水道事業及び下水道事業の契約の方法の特例に関する条例を廃止する条例を

次のとおり制定する。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。今回の本条例の廃止につきましては、枝幸町財務

規則の随意契約による場合の予定価格の限度額の改正により、本条例で定めていた随

意契約の予定価格限度額に差異が生じること。また、水道事業及び下水道事業におい

ては、契約行為等について、枝幸町財務規則の規定により執行していることから、本

条例を廃止するものでございます。 

それでは提案いたします。枝幸町水道事業及び下水道事業の契約の方法の特例に関

する条例を廃止する条例。 

枝幸町水道事業及び下水道事業の契約の方法の特例に関する条例は廃止する。 

附則として、この条例は、令和８年４月１日から施行する。 

以上、議案第７号の提案理由とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございますか。ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、これで討論を終わります。 

これより、議案第７号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７号 枝幸町水道事業及び下水道事業の契約の方法の特例に関

する条例を廃止する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 議案第８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 17 議案第８号 枝幸町コミュニティセンター・地

区会館条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

歌登支所長。 

（歌登支所長安藤 寛君 登壇） 
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○歌登支所長（安藤 寛君） 議案書 15 ページをお開き願います。 

議案第８号 枝幸町コミュニティセンター・地区会館条例の一部を改正する条例に

ついて。 

枝幸町コミュニティセンター・地区会館条例の一部を改正する条例を次のとおり制

定する。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。別冊、議案関係参考資料の 27 ページをお開き願

います。 

枝幸町コミュニティセンター・地区会館条例別表第１の表中にあります現行の名称、

光南会館、位置、枝幸郡枝幸町歌登南町 413 番地を削除いたします。 

歌登南町町内会に管理委託しておりました光南会館は、築 46 年を経過し老朽化が

進んで進行しており、同じ町内にある歌登交流センター歌種を利用する機会が増えた

ことにより、会館としての機能を果たしていないと判断され、同町内会総会において

廃止が決定されました。 

それに伴いまして、光南会館を使用中止する旨の届け出があったことから廃止とい

たします。 

附則といたしまして、この条例は、令和８年４月１日から施行するとしております。 

以上、雑駁な説明ではございますが、議案第８号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございますか。ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、これも討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これより、議案第８号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８号 枝幸町コミュニティセンター・地区会館条例の一部を改

正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 議案第９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 18 議案第９号 枝幸町立学校設置条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

学校教育課長。 

（学校教育課長三浦淳史君 登壇） 

○学校教育課長（三浦淳史君） 議案書 16 ページでございます。 
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議案第９号 枝幸町立学校設置条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町立学校設置条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

本改正は、昨年８月の町総合教育会議において承認されました枝幸町立小中学校適

正規模・適正配置計画に基づき、対象となる小中学校の統合を実施するに当たりまし

て、所要の改正を行うものであります。 

それでは、改正案の内容につきまして、別冊の議案関係参考資料でご説明申し上げ

ます。資料 28 ページをお開きください。 

本条例では、別表１で小学校の名称及び位置について、別表２で中学校の名称及び

位置についてそれぞれ定めております。 

はじめに、現行の上段、別表１小学校の統合でございます。 

この度の改正では、目梨泊小学校、岡島小学校、山臼小学校は枝幸小学校へ、風烈

布小学校は音標小学校へ統合されるため、別表１から削除いたします。その結果、小

学校は現行の７校から３校となります。統合日は令和 10 年４月１日であり、附則で

施行期日を規定してございます。 

次に、現行の下段、別表２中学校の統合についてでございます。 

枝幸南中学校、歌登中学校は、枝幸中学校へ統合されるため、別表２から削除いた

します。その結果、中学校は現行の３校から１校となります。統合日は令和 12 年４

月１日であり、同じく附則で施行期日を規定しております。 

以上、大変簡単ではございますが、議案第９号の提案理由とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑がないようでございますので、これで質疑を終わ

ります。 

これから討論を行います。討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第９号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９号 枝幸町立学校設置条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 議案第１０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 19 議案第 10 号 令和７年度枝幸町一般会計補正予

算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 
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財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 17 ページでございます。 

議案第 10 号 令和７年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町一般会計補正予算第７号は、別紙に定めるところによる。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度一般会計補正予算書第７号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 6,265 万

4,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 138 億 3,351 万 9,000

円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

繰越明許費、第２条、地方自治法第 213 条第１項の規定により、翌年度に繰り越し

て使用することができる経費は、第２表、繰越明許費による。 

地方債の補正、第３条、地方債の変更は、第３表、地方債補正による。 

４ページをお開き願います。第２表、繰越明許費は８件ございます。１件目は、２

款総務費、１項総務管理費、事業名が社会保障・税番号制度導入経費、金額 413 万

2,000 円。２件目は、２款総務費、１項総務管理費、事業名が情報システム標準化事

業、金額 132 万円。３件目は、６款農林水産業費、１項農業費、事業名が道営草地整

備事業（担い手中核型）、金額 1,365 万円。４件目が、６款農林水産業費、１項農業

費、事業名が公社営草地畜産基盤整備事業、金額 2,555 万 8,000 円。５件目は、６

款農林水産業費、３項水産業費、事業名が荷捌き施設整備事業、金額１億 969 万

1,000 円。６件目は、７款商工費、１項商工費、事業名が中小企業者等雇用促進住宅

建設支援事業、金額 500 万円。７件目は、８款土木費、５項住宅費、事業名が公営住

宅整備事業、金額 9,000 万円。８件目は、９款消防費、１項消防費、事業名は、事業

名が南宗谷消防組合負担金、金額１億 1,301 万 3,000 円でございます。 

続いて５ページ、第３表、地方債補正で、変更が４件ございます。変更内容は全て

限度額のみで、起債の方法、利率、償還の方法については変更はございません。 

１件目は、公共事業等で、補正前限度額 620 万円を補正後限度額 840 万円に増額。

２件目は、緊急防災・減災事業で、補正前限度額 2,860 万円を補正後限度額 600 万

円に減額。３件目は、辺地対策事業で、補正前限度額２億 7,750 万円を補正後限度額

２億 1,770 万円に減額。４件目は、過疎対策事業で、補正前限度額 19 億 9,860 万円

を補正後限度額 18 億 8,410 万円に減額するもので、これら４件の変更は、事業の精

査などに伴うものでございます。 

今回の補正予算につきましては、歳入では、地方交付税の再算定による普通交付税

の追加交付や、各事務事業の精査による国・道支出金、町債などの調整を行っており

ます。歳出では、各事務事業の精査による不用額等の精査を行うとともに、国におい

て繰越措置するなど８件の明許繰越事業、また、特別会計、企業会計に対する繰出金

等について計上しております。 

それでは、事業別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。12 ページ

をお開きください。歳入でございます。 

11 款、１項地方交付税は１億 3,182 万 6,000 円の増額で、普通交付税の追加交付
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によるものでございます。 

13 款分担金及び負担金は 1,266 万 5,000 円の増額。内訳は、１項分担金が５万

9,000 円の増額、２項負担金が 1,260 万 6,000 円の増額で、農業費負担金などでご

ざいます。 

14 款使用料及び手数料は 588 万 9,000 円の減額。内訳は、１項使用料が 586 万

9,000 円の減額で、公営住宅使用料などの精算。２項手数料が２万円の減額で、水産

手数料でございます。 

15 款国庫支出金は 4,241 万 4,000 円の増額。内訳は、１項国庫負担金が 1,478 万

4,000 円の増額で、障害福祉費負担金などの精査。２項国庫補助金が 2,762 万

6,000 円の増額で、主な内容は、住宅費補助金などの増額、教育総務費補助金などの

減額による精査。14 ページ、３項委託金が 4,000 円の増額で、総務管理費委託金で

ございます。 

16 款道支出金は 7,670 万 5,000 円の増額。内訳は、１項道負担金が 681 万円の増

額で、障害福祉費負担金などの精査。２項道補助金が 7,007 万 7,000 円の増額で、

主な内容は、明許繰越事業に係る水産業費補助金の増額、農業費補助金などの減額に

よる精査。３項委託金が 18 万 2,000 円の減額で、教育総務費委託金などでございま

す。 

17 款財産収入、１項財産運用収入は 173 万 6,000 円の減額で、建物貸付収入など

の減額でございます。 

16 ページ、18 款、１項寄附金は１億 1,100 万円の増額で、指定寄附金及び一般寄

附金。 

19 款、１項繰入金は１億 639 万 8,000 円の減額で、主な内容は、産業振興基金繰

入金の増額、財政調整基金繰入金などの減額でございます。 

21 款諸収入、５項雑収入は 323 万 3,000 円の減額でございます。 

22 款、１項町債は１億 9,470 万円の減額で、事業の確定並びに精査などによるも

のでございます。 

以上、18 ページ下段の歳入合計は、補正前の額 137 億 7,086 万 5,000 円に対し、

6,265 万 4,000 円を増額し、138 億 3,351 万 9,000 円とするものです。歳入は以上

でございます。 

続いて、22 ページをお開きください。歳出でございます。 

１款、１項議会費は 53 万 2,000 円の減額。内訳は、議会運営経費他でございます。 

24 ページ、２款総務費は 8,138 万 3,000 円の増額。内訳は、１項総務管理費が

8,173 万 3,000 円の増額で、主なものは、25 ページ四つ目、社会保障・税番号制度

導入経費 279 万 1,000 円の増額。一番下、社会保障・税番号制度導入経費(明許繰

越)413 万 2,000 円の追加。27 ページ四つ目、町有財産等管理経費 373 万 7,000 円、

その下、物品等管理経費 107 万 4,000 円をそれぞれ減額。その下、情報行政情報シ

ステム管理経費 255 万円の増額。29 ページ上、情報システム標準化事業 2,189 万

5,000 円の減額。その下、情報システム標準化事業(明許繰越)132 万円の追加。その

下、防犯対策経費 130 万 3,000 円、一番下、基金管理費１億 2,274 万 3,000 円をそ

れぞれ増額。31 ページ、二つ目デジタル防災行政無線整備事業 2,408 万円、一つ置

いて、物価高騰重点支援給付金給付事業 321 万 7,000 円のそれぞれ減額でございま

す。 
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32 ページ、６款監査委員費が 35 万円の減額で、監査委員経費他でございます。 

34 ページになります。２款民生費は 2,834 万 5,000 円の増額。内訳は、１項社会

福祉費が 2,809 万円の増額で、主なものは、35 ページ上、国民健康保険事業特別会

計繰出金 199 万 6,000 円、一つ置いて、障害者給付費等支給事業 2,630 万円、二つ

置いて、地域支援事業 130 万円のそれぞれ増額でございます。 

36 ページ、２項児童福祉費が 25 万 5,000 円の増額で、主なものは、37 ページ下

から三つ目、障害児通所給付費等支給事業 69 万 9,000 円などの増額。一つ置いて、

認定こども園管理運営経費 101 万 2,000 円の減額でございます。 

40 ページになります。４款衛生費は 7,429 万 2,000 円の減額。内訳は、１項保健

衛生費が 5,413 万 1,000 円の減額で、主なものは、41 ページ上、簡易水道事業会計

出資及び運営経費 953 万 1,000 円、その下、国民健康保険病院事業会計出資及び運

営経費 4,119 万 4,000 円、一番下、予防接種経費 150 万円のそれぞれ減額でござい

ます。 

42 ページ、２項清掃費が 2,016 万 1,000 円の減額で、主なものは、43 ページ三つ

目、南宗谷衛生施設組合負担金 1,957 万 3,000 円、一番下、塵芥車購入事業 134 万

3,000 円をそれぞれ減額でございます。 

44 ページです。６款農林水産業費は 9,299 万 5,000 円の増額。内訳は、１項農業

費が 13 万 4,000 円の増額で、主なものは、45 ページ三つ目、中山間地域等直接支払

制度交付金事業 1,042 万 3,000 円、二つ置いて、公共育成牧場整備事業 448 万

5,000 円、その下、公社営草地畜産基盤整備事業 1,208 万 3,000 円、その下、道営

草地整備事業(担い手中核型)1,167 万 3,000 円をそれぞれ減額。47 ページ上、道営

草地整備事業(担い手中核型)(明許繰越)1,365 万円、その下、公社営草地畜産基盤整

備事業(明許繰越)2,555 万 8,000 円のそれぞれ追加でございます。 

46 ページに戻りまして、２項林業費が 1,676 万 2,000 円の減額で、主なものは、

47 ページ中ほど、有害鳥獣駆除経費 248 万 4,000 円の増額。その下、森林環境譲与

税活用事業 479 万 6,000 円の減額。49 ページ二つ目、林道整備事業 534 万円、その

下、作業道整備事業 201 万 3,000 円、その下、森林環境保全整備事業 427 万 6,000

円、その下、山林管理事務経費 258 万 1,000 円のそれぞれ減額でございます。 

48 ページに戻りまして、３項水産業費が１億 962 万 3,000 円の増額で、主なもの

は、51 ページ二つ目、荷捌き施設整備事業(明許繰越)１億 969 万 1,000 円の追加で

ございます。 

52 ページになります。７款、１項商工費は 40 万 5,000 円の減額で、主なものは、

53 ページ上、中小企業者等雇用促進住宅建設支援事業 153 万 1,000 円、その下、

GFP グローバル産地づくり推進事業 366 万 7,000 円をそれぞれ減額。一つ置いて、

中小企業者等雇用促進住宅建設支援事業(明許繰越)500 万円の追加。一つ置いて、道

の駅管理経費 114 万 4,000 円の増額でございます。 

56 ページでございます。８款土木費は 567 万 7,000 円の増額。内訳は、１項道路

橋梁費が 3,857 万円の減額で、主なものは、57 ページ上、道路管理経費 558 万

1,000 円、一つ置いて、道路整備事業(補助)3,298 万 9,000 円をそれぞれ減額。 

56 ページに戻りまして、３項港湾費が 438 万 2,000 円の減額で、港湾管理経費で

ございます。 

58 ページ、４項都市計画費が 3,695 万 3,000 円の減額で、主なものは、59 ページ
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二つ目、下水道事業会計出資及び運営経費 3,010 万 3,000 円、一番下、公園管理経

費 679 万円をそれぞれ減額でございます。 

60 ページ、５項住宅費が 8,558 万 2,000 円の増額で、主なものは、61 ページ二つ

目、公営住宅整備事業 447 万 9,000 円の減額。その下、公営住宅整備事業(明許繰

越)9,000 万円の追加でございます。 

62 ページになります。９款、１項消防費は、南宗谷消防組合負担金の精査により

642 万円の減額で、内訳は、63 ページ上、南宗谷消防組合負担金 9,454 万 4,000 円

を減額し、その下、同事業の消防ポンプ車購入事業を明許繰越として 8,812 万 4,000

円の追加でございます。 

64 ページになります。10 款教育費は 6,401 万円の減額。内訳は、１項教育総務費

が 6,441 万 2,000 円の減額で、内容は、65 ページ上、学校 ICT 環境整備事業 1,631

万 2,000 円、その下、学校施設空調設備整備事業 3,873 万 1,000 円、その下、教職

員住宅整備事業 936 万 9,000 円をそれぞれ減額でございます。 

64 ページに戻りまして、２項小学校費が 79 万 1,000 円の増額で、小学校管理経費。 

３項中学校費が 2,000 円の減額で、中学校管理経費。 

66 ページ、４項社会教育費が 63 万 4,000 円の減額で、社会教育委員経費他でござ

います。 

68 ページ、５項保健体育費が 24 万 7,000 円の増額で、スポーツ推進委員会委員経

費他でございます。 

70 ページになります。11 款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費は８万

7,000 円の減額で、土木施設災害復旧事業でございます。 

72 ページ、13 款、１項職員費は、補正額はなく、財源振り替えをしております。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 137 億 7,086 万 5,000 円に対し、6,265 万

4,000 円を増額し、138 億 3,351 万 9,000 円とするものでございます。 

75 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上、令和７年度枝幸町一般会計補正予算第７号の内容説明とさせていただきます。 

なお、予算附属資料として普通建設事業等補正予算一覧表を添付しております。ま

た、２月末現在の令和７年度建設工事等発注一覧表を参考資料として配付させていた

だきましたので、あわせてご参照ください。 

それでは、よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、何点かお伺いします。 

まず、31 ページのデジタル防災行政無線整備事業、備品購入費が 1,000 万の減額

補正になっていますが、これの理由を教えていただきたい。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 野口議員の質疑にお答えいたします。 

これについてはですね、財政課からお配りしている普通建設事業費の方ちょっと見

ていただきたいと思います。 

デジタル防災行政無線整備事業、当初計画ではですね、備品購入費で戸別受信機の
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ラジオ方を 200 台、タブレット型 100 台で 1,650 万、また、タブレット型への情報

配信システムで 1,200 万、タブレット型のソフトウェアで 150 万という形ですね、

当初 3,018 万 4,000 円の経費を見込んでおりました。 

今回ですね、まず一点目はですね、タブレット型をやめましてラジオ型に統一する

ことといたしました。タブレット型につきましては、イニシャルコスト、ランニング

コストともに金額が嵩みますので、この部分で、まずタブレット型にしました。 

もう一点がですね、戸別受信機の必要戸数を把握するために意向調査を実施してお

ります。対象世帯を 390 世帯として、その中でですね、戸別受信機の貸与を希望され

た方が 71 世帯ということでしたので、これを予備分９台を足して 80 台分を今年購入

しております。 

設置につきましては、来年、新年度を予定しております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、ちょっとごめんなさい。 

要するにタブレットはやめてラジオにしたっていうことですね。それでラジオが

80 台になった。それで、タブレットよりラジオの方が安いから減額になったってい

う、そういう理解。ちょっと、もう一度お願いします。すいません。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 野口議員のご質問にお答えします。 

タブレット型をですね導入するにはですね、システムの初期費用が必要になってき

ます、システム改修が。それがですね、1,760 万という金額になります。 

また、ランニングコストもですね、年間 150 万程度かかるということでですね、こ

れをラジオ型にするとランニングコストとイニシャルコストですかシステムの導入経

費が必要ありませんので、あくまでも、今防災デジタル無線で流している電波を拾っ

たラジオの方で拾えるということで、こちらの方に移行しております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 当初タブレットで予定していたものがラジオになった。それ

で、その当初予定していたタブレットでできる機能っていう部分が、そのラジオにな

ったことでマイナスになるとか、そういうデメリットがないのかなっていう部分は、

どのように理解したらいいですかね。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 今回、当初から配布するタブレット、ラジオ型ともです

ね、形はそういう形になっておりますが、単純に汎用性は全くないもので、ラジオが

聞けるとか、タブレットで何かインターネットに繋ぐってことは、そういうことはで

きませんので、基本的には特にないものと思っております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。別に、引き続きいいですか。 

○議長（小原 仁君） はい、どうぞ。 

○５番（野口洋郎君） 53 ページです。上から二つ目、GFP グローバル産地づくり

推進事業の補助金ですね。これは、ほぼほぼ減額になっているという感じですが、こ

れの理由をちょっと教えていただきたい。 
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○議長（小原 仁君） 水産商工課長。 

○水産商工課長（黒川勇人君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

当初 422 万円の計上でございますが、今回 366 万 7,000 円と大きく減額してござ

います。 

理由でございますけれども、本事業はですね、ホタテを主とする枝幸町産水産物の

輸出促進を図るための取組といたしまして、枝幸水産物輸出協議会が令和５年、６年、

７年と３ヶ年実施している事業でございます。 

今年度、令和７年にですね実施計画しておりましたホタテ片、ホタテ冷凍のですね

片貝と、鮭ドレス、頭だとか内臓を取ったものでございますけれども、インドネシア

向けのですね物流実証試験というのは計画していたんですが、ご承知のとおりですね

トランプ関税の影響等でですね、その現地対応が非常に難しくなったっていうところ

がですね、米国向けの輸出がですね、そのインドネシア方面の方に輸出がですね、ち

ょっと増えたことからですね、そういう受入れ体制とちょっとなかなか調整が難しく

なりまして、それで代替事業といたしましてですね、水産加工場、去年ですね、メイ

ンといたしまして、この食品衛生安全セミナーっちゅうの開催しまして、それに伴う

ですね事業費が大幅に減ったことからですね、今回、このような形で事業費精査とい

うことで減額させていただいております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、インドネシア向けが難しくなったっていうことなんで

すね。それで、これは今後の展望としてどういうような考えをしているのか。やっぱ

り、もう無理なのかなっていうそういう感じなのか、その辺ちょっと教えてもらえま

すか。 

○議長（小原 仁君） 水産商工課長。 

○水産商工課長（黒川勇人君） 野口議員のご質問にお答えいたします。 

当初は輸出事業計画っていうのを策定いたしまして、この輸出の多角化っていうん

ですか、そういったところを取り組んでますけども。アルプス処理水だとか、今回の

このトランプ関税っていうところで、輸出のですねその情勢っていうのは、めまぐる

しくですね変わっているという中でですね、町といたしましては、可能な限りこのな

んていうんですかね、輸出の相手先の多角化っちゅうことで、今後もですねこの協議

会がございますんで、そこの会員さんの意見等も聞きながらですね、輸出促進に向け

てですね今後も取り組んでいきたいと思っております。 

ただ、GFP の事業につきましては、先ほどもご説明いたしましたようにですね、今

年度で一旦終了というところでございますけれども、今後も引き続きですね取り組ん

でまいりたいと考えてございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。よろしくお願いします。 

最後ですね 65 ページですが、学校施設空調設備整備時整備事業で 3,800 万の減額

補正になっています。これの理由をちょっと教えていただけますか。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまの質問にお答えをいたします。 
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こちらにつきましては、当初の予算のときからですね、そうですね。ちょっと少々

お待ちください。 

執行残でございますね。入札で減になった分ですね。はい、落ちた部分でございま

す。 

○議長（小原 仁君） はい、どうぞ、どうぞ。 

○５番（野口洋郎君） 要するに、予定価格よりがくっと下がったっていう、4,000

万近く下がったっていうことですね。 

町としては、これぐらいの金額を予定したんだけど、ぐっと下げてすることができ

たっていう、そういう理解ですね。 

それで、予定してた台数、学校に設置する台数、それはしっかり確保できているの

かというのをまずお聞きしたいんですけど。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） はい、ただいまのお答えをいたします。 

小中学校 10 校でですね、58 台の設置を行っておりますので、こちらにつきまして

は問題なくいってると思います。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） それで 4,000 万近く金額が落ちたっていうことで、当初ね、

職員室と体育館にはこの空調施設付けないっていう予定で、そのままいってると思う

んだけど。 

これだけ金額落ちたら付けることできるんじゃないかって考えるんだけども、どう

でしょうかね。 

この、だって 4,000 万ぐらいは余ったわけですよ。余ったと言ったらちょっと言い

方はおかしいかもしれないけど、職員室と体育館に付けるというような考えにはなら

ないのかどうか、そこをちょっと。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

やはり予定したものよりですね大きく増えますと、使用の電力量とかも変わってい

ってまいりますし、さらに、もうちょっと大きくなってまいりますので、職員室等々

それから学校体育館の部分につきましてはね、特に体育館の部分につきましては、国

の方も将来的に避難所とかっていう観点も入れながらですね交付金の方も予定してい

るというところもありますので、そこら辺については、国の動向等も見ながらという

ふうに考えておりますし、学校の適正化の方も今後控えてるもんですから、これにつ

きましては、統合になった際にですね、いろいろエアコンの方も空きが出てまいりま

すから、その辺もトータルでですね、適正化の方のそれぞれ部会も行ってますので、

その辺も含めながらですね、皆さんのご意見を聞きながら整理してまいりたいという

ふうに考えてございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、私の方にですね、父兄の方からですね、教室にクーラ

ーが付くのは非常に喜ばしいと、本当に助かるという、何か途中で具合が悪くなって

帰ったっていうような事例も去年であったみたいで、本当に助かりますということな

んですが、職員室に付けないのは考えられないねっていう声が非常にきています。 
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まあね、去年もすごく暑かったですし、今年も多分暑くなるだろうなっていう気が

するんですよね。 

なんていうか、働き方改革の一環ということではないかもしれないんですけども、

何とか職員室にも付けていただきたいという要望が非常に寄せられていましたという

意見を言って質問を終わります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。 

はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。私も何点か質問させていただきます。 

まず、13 ページ使用料及び手数料のところで、公営住宅使用料が 522 万 9,000 円

減額されてますが、この要因について説明願います。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

公営住宅使用料につきましては、今回の補正でですね、３月末の調定見込みを積算

しまして 500 万の減額したものでございます。 

理由につきましては、入退去による減ということで、退去戸数 29 戸、入居戸数 28

件ということで、家賃の差額が出ますので今回 522 万 9,000 円の減額ということに

なります。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 再確認なんですけど、公営住宅がいっぱい空いてるっていう

ことではないということで理解してよろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

空き家がたくさんっていうご質問だと思うんですけれども、確かにですね古い住宅

につきましては空いてる部分もございますが、今申し込みされている住宅につきまし

ては、空きがない状況でございますので、そういうご理解でお願いいたします。 

以上でございます。 

○６番（小林正浩君） わかりました。質疑よろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） はい、どうぞ。 

○６番（小林正浩君） 次はですね、25 ページの社会保障・税番号制度導入経費と

いうことで、これマイナンバーカードのことだと思うんですが、これ枝幸の保有率っ

ていうのは何％ぐらいなんでしょうかね。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（城澤篤人君） 小林議員のご質問にお答えします。 

現段階でですね、申請に対しまして交付してるのは 100％という数字が出てます。 

ただしですね、これについては時点での動きがありますんで、必ずしも保有率とい

うような形ではなく、転出したり、死亡された方とか、そういったところのカウント

もありますんで、現時点ではですね、国の方も保有率というパーセンテージは明記し

てないんですけれども、住民基本台帳上、申請がなんぼあって何％という、そういう

整理の中では 100％という数字になっております。 

以上です。 
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○議長（小原 仁君） はい、よろしいですか。 

○６番（小林正浩君） 次、よろしいですか。 

○議長（小原 仁君） はい、どうぞ。 

○６番（小林正浩君） 次が、これとこれを聞いてるから、37 ページなんですけれ

ど、一番下ですね、認定こども園の管理運営経費の中で賄い材料費、これ 1,450 万円

だったのが 125 万減額されてるんですけど、これ、やっぱり給食にかかる費用だと思

うんですが、物価高で食材費が上がっている中で、この減額になった要因というのが

わかれば教えていただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（岡部智富美君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

確かに原材料等は高騰しておりますが、児童数の減少と、あとはインフルエンザ

等々、感染症予防のために通所されてる方が控えていたっていうところで減額となっ

ております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） わかりました。そういうことだったら問題ないと思いますね。 

はい、次ですね、43 ページ、ゼロカーボン推進事業ということで、住まいの省エ

ネ等リフォーム支援事業の補助金という形で 54 万 3,000 円ですか減額されて、確か

予算 200 万ぐらいだったと思うんですけど、これもどういう理由でこれが減額になっ

たのかということを教えていただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

当初予算 200 万ということで予算をつけておりましたが、申込者数が多くてですね、

６月補正でプラス 400 万を補正してございます。 

その後 10 月末までの受付を開始しましたところ、予算よりもですね若干 50 万円余、

54 万 3,000 円、事業調整により減額になったというご理解でお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） すいません勉強不足で、補正で 400 万ぐらい出ているという

ことで理解しました。来年度予算を見たら 600 万ぐらいついてるんで、十分賄える額

が来年の予算で出ているということで、はい、理解します。 

それと、次よろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） はい、どうぞ。 

○６番（小林正浩君） これで最後かな、59 ページ公園管理経費ということで、60

ページ、61 ページに委託料という形で公園施設管理業務委託料が 533 万減額になっ

ております。この要因についてもお知らせ願えればと思います。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

公園施設管理業務委託料につきましては、枝幸地区で１工区から５工区、歌登工区

の六つの工区で委託かけてございますけれども、入札執行減で 550、533 万円の減額

というところになってございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 
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○６番（小林正浩君） 人件費の高騰や、それから材料費、そういうものの高騰とい

うのがあって非常に心配してたんですが、入札価格が低かったということで、これが

減額になったということで理解します。 

本当に物価が上がっているんで、やっぱり請け負う業者さんに負担のかからないよ

うに、これからも続けていただければと思います。 

以上です。質問終わります。 

○議長（小原 仁君） はい、他にございませんか。 

学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） 申し訳ありません。 

先ほど野口議員さんからの答弁の中で、ずっと私ちょっと一部間違っておりまして

ですね、減額になった部分の理由でございますが、もちろん入札減もありますけれど

も、大きなところがですね、予算段階ではですね、当初予算段階では学校の適正化の

方がまだどうなるかわからない状態でございました。 

それで、全小中学校について、一応保健室とかには付いてはいるんですけれども、

追加で付けるというようなことで積算をしてございました。 

その後ですね、ご存知のとおり説明会等々を通じまして、それから国の方の補助金

の方もですね、学校が継続しないんであればというようなところもございまして、拠

点校として残る学校のみに付くというところで減になったということでございます。 

ちょっと、以上、説明が足りなかったので。 

○議長（小原 仁君） よろしいでしょうか。 

はい、野口議員どうぞ。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。 

それでは、そういうことは要するに統合される学校には付かないっていうことです

よね。そういうところに対してねちょっと前も議論あったと思うんですけど、スポッ

トクーラー的なものが付けられるのか、その辺はどうか、ちょっとあれば。 

○議長（小原 仁君） はい、学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） はい、ただいまのご質問にお答えいたします。 

今回ですね、当初予算の方でもですねご審議をいただきますけれども、基本的にで

すね、各生徒さんがいらっしゃる教室については付けてまいりたいと考えております。 

スポットクーラーでですね、閉校とか統合の対象となる学校の教室については、中

学校ですね付けるという。それから、小学校のですね、小規模の学校についてはです

ね、基本的に他のところは保健室に付けてるんですけども、当初、大きめの部屋に付

いてるところがほとんどなんですね。 

ということで、例を出しますと、山臼の学校であれば大きな部屋に、保健室など大

きな部屋についてですねお昼を食べたりだとか、あと、その教室の中で学年を分けて

授業をしたいということで、その辺は可能でございますので、そういうようなことで

対応していただいていると。 

今回、昨年末ですね、各学校ともヒアリングをしててですね、どうなんだというと

ころで確認しましたら、これで大丈夫だということで、一応確認をさせていただいて

行っております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい。他にございませんか。 
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質疑がないということです。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これより討論を終わります。 

これより、議案第 10 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 10 号 令和７年度枝幸町一般会計補正予算については、原案

のとおり可決されました。 

もう１時間経ちましたので、２時 15 分まで、14 時 15 分まで休憩といたします。 

休憩 午後１時５９分 

再開 午後２時１５分 

 

◎日程第２０ 議案第１１号 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして会議を再開いたします。 

日程第 20 議案第 11 号 令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算に

ついてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君 登壇） 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 議案書の 18 ページでございます。 

議案第 11 号 令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算第３号は、別紙に定めるとこ

ろによる。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度国民健康保険事業特別会計補正予算書第３号の１ページをご覧願

います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 4,780 万

3,000 円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 13 億 5,270 万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

このたびの補正でございますが、歳入では、今年度の賦課状況による国民健康保険

税及び保険給付費の推移による普通交付金の減額、保険税の減収に伴う基金繰入金及

び第三者納付金の増額などとなっております。 

また、歳出では、保険給付費の減額が主なものとなっております。 

内容につきましては、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。

10 ページをご覧願います。歳入でございます。 

１款、１項国民健康保険税は 1,646 万円の減額で、内訳は、１月時点の収納見込み

により、現年課税分 1,695 万円の減額、滞納繰越分 49 万円の増額でございます。 

２款道支出金、１項道補助金は、歳出の保険給付費の減額などによる普通交付金
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5,299 万 8,000 円の減額でございます。 

４款、１項繰入金は 1,649 万円の増額で、内訳は、一般会計繰入金 199 万 6,000

円、保険基盤安定繰入金他増額でございます。２目基金繰入金は 1,449 万 4,000 円

の増額で、保険税収納見込みの減額に伴う国保事業基金取り崩しの増額でございます。 

６款、２項雑入は 516 万 5,000 円の増額で、第三者行為求償による納付金 510 万

4,000 円、特定健診の基本健診審査料６万 1,000 円のそれぞれの増額でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 14 億 50 万 3,000 円から 4,780 万 3,000 円を減額

し、計 13 億 5,270 万円とするものでございます。 

続いて歳出でございます。14 ページをお開きください。 

１款総務費、１項総務管理費は 19 万 7,000 円の増額で、保険税納税通知書の印刷

製本費でございます。 

２款、１項保険給付費は 4,800 万円の減額で、内訳は、３月から 12 月診療分まで

の医療機関への療養給付経費が月額平均約 4,750 万円で推移しており、今後の給付見

込みにより 4,000 万円の減額。また、自己医療費の自己負担の軽減を図る高額療養費

につきましても月平均約 580 万円で推移しており、800 万円の減額とするものでござ

います。 

以上、歳出合計は補正前の額 14 億 50 万 3,000 円から 4,780 万 3,000 円を減額し、

計 13 億 5,270 万円とするものでございます。 

以上、国民健康保険事業特別会計補正予算書第３号の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。質疑ござい

ませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、これで討論を終わります。 

これより、議案第 11 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 11 号 令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 議案第１２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 21 議案第 12 号 令和７年度枝幸町介護保険事業特

別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 
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（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 19 ページでございます。 

議案第 12 号 令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算第３号は、別紙に定めるところに

よる。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

それでは、別冊の令和７年度介護保険事業特別会計補正予算書第３号の 1 ページを

お開きください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 54 万

4,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億 5,627 万 6,000 円

とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

今回の補正の主なものは、歳入では、介護保険料、国庫支出金等支出金、支払基金

交付金、繰入金の増額。歳出では、地域支援事業の地域支援事業費の介護予防生活支

援サービス事業費などの支出見込みにより増額するものでございます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げ

ます。事項別明細書の 10 ページをお開き願います。 

１款、１項介護保険料は 12 万 6,000 円を増額するもので、内訳は、現年度分の介

護保険料賦課確定に伴う精査でございます。 

２款国庫支出金、２項国庫補助金は 13 万 6,000 円を増額するもので、内訳は、調

整交付金(総合事業調整交付金)２万 7,000 円の増額。地域支援事業交付金(介護予防

日常生活支援総合事業)10 万 9,000 円の増額でございます。 

３款道支出金、２項道補助金は６万 8,000 円を増額するもので、地域支援事業交付

金(介護予防日常生活支援総合事業)の増額でございます。 

４款、１項支払基金交付金は 14 万 6,000 円を増額するもので、地域支援事業交付

金の増額でございます。 

６款、１項繰入金は６万 8,000 円を増額するもので、地域支援事業繰入金(介護予

防日常生活支援総合事業)の総額でございます。 

下段の歳入合計では、補正前の額８億 5,573 万 2,000 円、補正額 54 万 4,000 円

の増額、計８億 5,627 万 6,000 円とするものでございます。 

次に歳出でございます。14 ページをお開きください。 

３款、１項地域支援事業費は 54 万 4,000 円を増額するもので、内訳は、介護予

防・生活支援サービス事業 53 万 9,000 円の増額と、審査支払手数料 5,000 円の増額

でございます。 

下段の歳出合計では、補正前の額８億 5,573 万 2,000 円、補正額 54 万 4,000 円

の増額、計８億 5,627 万 6,000 円とするものでございます。 

以上で、介護保険事業特別会計補正予算書第３号の説明に代えさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。質疑ござい
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ませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 12 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 12 号 令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２２ 議案第１３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 22 議案第 13 号 令和７年度枝幸町水道事業会計補

正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 20 ページでございます。 

議案第 13 号 令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算第４号は、別紙に定めるところによる。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算書第４号の１ページをお開き願いま

す。 

今回の補正予算につきましては、収益的収入では水道使用料等、収益的支出では資

産減耗費等の精査、また、資本的収入では他会計負担金、資本的支出では建設改良事

業に係る工事請負費、有形固定資産購入費の精査を行うものでございます。 

総則、第１条、令和７年度枝幸町水道事業会計の補正予算第４号は、次に定めると

ころによる。 

業務の予定量、第２条、令和７年度枝幸町水道事業会計予算第２条に定めた業務の

予定量を次のとおり補正する。 

補正内容につきましては、補正予定量をもってご説明申し上げます。 

第２号年間総給水量、8,000 立方メートルの増で 72 万 3,000 立方メートルに。第

３号一日平均給水量、22 立方メートルの増で 1,981 立方メートルとするものでござ

います。 

収益的収入及び支出、第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を

次のとおり補正する。 

収入、第１款水道事業収益、既決予定額１億 6,963 万 7000 円に対し、第１項営業

収益で 19 万 7,000 円を増額、第２項営業外収益で６万 1,000 円を増額し、１億

6,989 万 5,000 円とし、支出、第１款水道事業費用、既決予定額１億 5,418 万
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9,000 円に対し、第１項営業費用で 84 万 2,000 円を減額し、１億 5,334 万 7,000

円とするものでございます。 

２ページにまいりまして、資本的収入及び支出、第４条、予算第４条本文括弧書き

中、不足する額１億 1,549 万 2,000 円は、損益勘定留保資金１億 1,549 万 2,000 円

で補てんを、不足する額１億 1,430 万 2,000 円は、損益勘定留保資金１億 1,430 万

2,000 円で補てんに改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

収入、第１款資本的収入、既決予定額 2,156 万 1,000 円に対し、第３項他会計負

担金で 36 万円を減額し、2,120 万 1,000 円とし、支出、第１款資本的支出、既決予

定額１億 3,700 万すいません、１億 3,705 万 3,000 円に対し、第１項建設改良費で

155 万円を減額し、１億 3,550 万 3,000 円とするものでございます。 

続きまして５ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。補正の内

容につきましては、補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに収益的収入で、１款水道事業収益、１項営業収益が 19 万 7,000 円の増額

で、給水収益の水道使用料の増額、その他営業収益の材料売却収益及び手数料の減額。

６ページ、２項営業外収益が６万 1,000 円の増額で、長期前受金戻入の工事負担金の

増額でございます。 

次に７ページ、収益的支出で、１款水道事業費用、１項営業費用が 84 万 2,000 円

の減額で、資産減耗費の固定資産除却費の増額。その他営業費用の材料売却原価の減

額でございます。収益的収支は以上でございます。 

次に９ページをお開きください。資本的収入で、１款資本的収入、３項他会計負担

金が 36 万円の減額で、簡易水道事業及び下水道事業からの上下水道料金システム更

新事業負担金の確定による減額でございます。 

10 ページ、資本的支出で、１款資本的支出、１項建設改良費が 155 万円の減額で、

配水施設拡張費における工事請負費、有形固定資産購入費における工具、器具及び備

品購入費の確定による減額でございます。資本的収支は以上でございます。 

12 ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略

させていただきます。以上で、令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算書第４号の内

容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。質疑ありま

せんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認め、質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 13 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 13 号 令和７年度枝幸町水道会計事業補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２３ 議案第１４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 23 議案第 14 号 令和７年度枝幸町簡易水道事業会

計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 21 ページでございます。 

議案第 14 号 令和 7 年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算第４号は、別紙に定めるところによる。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算書第４号の１ページをお開き願

います。 

今回の補正予算につきましては、収益的収入では水道使用料、一般会計負担金、長

期前受金戻入等の精査。収益的支出では、上下水道料金システム更新事業負担金の精

査。また、資本的収入では、一般会計出資金、一般会計負担金、工事保証金の精査。

資本的支出では、建設改良事業の確定に伴う工事請負費の精査を行うものでございま

す。 

総則、第１条、令和７年度枝幸町簡易水道事業会計の補正予算第４号は、次に定め

るところによる。 

業務の予定量、第２条、令和７年度枝幸町簡易水道事業会計予算第２条に定めた業

務の予定量を次のとおり補正する。 

補正内容につきましては、補正予定量をもってご説明申し上げます。 

第１号給水件数、34 件の減で 1,240 件。第２号年間総給水量、１万 1,000 立方メ

ートルの減で 50 万 1,000 立方メートル。第３号一日平均給水量、29 立方メートルの

減で 1,373 立方メートルとするものでございます。 

収益的収入及び支出、第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を

次のとおり補正する。 

収入、第１款水道事業収益、既決予定額２億 4,197 万 3,000 円に対し、第１項営

業収益で 131 万 7,000 円を減額、第２項営業外収益で 113 万 7,000 円を増額し、２

億 4,179 万 3,000 円とし、支出、第１款水道事業費用、既決予定額２億 4,197 万

3,000 円に対し、第１項営業費用で 18 万円を減額し、２億 4,179 万 3,000 円とする

ものでございます。 

２ページにまいりまして、資本的収入及び支出、第４条予算第４条本文括弧書き中、

不足する額 23 万円は、損益勘定留保資金 23 万円で補てんを、不足する額 24 万

4,000 円は、損益勘定留保資金 24 万 4,000 円で補てんに改め、資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

収入、第１款資本的収入、既決予定額１億 5,655 万 6,000 円に対し、第２項他会

計出資金で 966 万 8,000 円を増額、第３項他会計負担金で 975 万 9,000 円を減額、
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第４項工事補償金で 272 万 3,000 円を減額し、１億 5,374 万 2,000 円とし、支出、

第１款資本的支出、既決予定額１億 5,678 万 6,000 円に対し、第１項建設改良費で

280 万円を減額し、１億 5,398 万 6,000 円とするものでございます。 

続きまして５ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。補正の内

容につきましては補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに収益的収入で、１款水道事業収益、１項営業収益が 131 万 7,000 円の減

額で、給水収益の水道使用料、その他営業収益の手数料の減額。２項営業外収益が

113 万 7,000 円の増額で、他会計負担金の一般会計負担金の減額及び長期前受金戻入

の他会計負担金の増額でございます。 

次に６ページ、資本すみません、収益的支出で、１款水道事業費用、１項営業費用

が 18 万円の減額で、総係費の負担金で、水道事業への上下水道料金システム更新事

業負担金の確定による減額でございます。収益的収支は以上でございます。 

次に９ページをお開きください。資本的収入で、１款資本的収入、２項他会計出資

金が 966 万 8,000 円の増額で、一般会計負担金から一般会計出資金への繰入金区分

変更に伴う振替による増額。３項他会計負担金が 975 万 9,000 円の減額で、一般会

計負担金から一般会計出資金への繰入金区分変更に伴う振替による減額。４項工事補

償金が 272 万 3,000 円の減額で、本幌別配水管移設工事実施設計業務委託に係る補

償額確定による減額でございます。 

次に 10 ページ、資本的支出で、１款資本的支出、１項建設改良費が 280 万円の減

額で、配水施設拡張費における工事請負費の確定に伴う減額でございます。資本的収

支は以上でございます。 

12 ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略

させていただきます。 

以上で、令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算書第４号の内容説明とさせて

いただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。質疑ござい

ませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これより、議案第 14 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 14 号 令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算について

は、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第２４ 議案第１５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 24 議案第 15 号 令和７年度枝幸町下水道事業会計

補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 22 ページでございます。 

議案第 15 号 令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算第３号は、別紙に定めるところによる。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第３号の 1 ページをお開き願い

ます。 

今回の補正予算につきましては、主に収益的収入では使用料、一般会計負担金、長

期前受金戻入等の精査。収益的支出では、固定資産除却費の増額。また、資本的収入

では、建設改良事業の確定に伴う企業債、国庫補助金、一般会計出資金等の精査。資

本的支出では、建設改良事業の確定に伴う工事請負費等の精査を行うものでございま

す。 

総則、第１条、令和７年度枝幸町下水道事業会計の補正予算第３号は、次に定める

ところによる。 

業務の予定量、第２条、令和７年度枝幸町下水道事業会計予算第２条に定めた業務

の予定量を次のとおり補正する。 

補正内容につきましては、補正予定量をもってご説明申し上げます。 

公共下水道事業、第１号処理件数、３件の減で 2,187 件。第２号年間総処理量、

8,000 立方メートルの増で 45 万 8000 立方メートルに。第３号一日平均処理量、22

立方メートルの増で 1,255 立方メートル。第４号主要な建設改良事業、枝幸下水終末

処理場機器更新(機械・電気設備)工事で１億 600 万円を全額減額するものでございま

す。 

特定環境保全公共下水道事業、第１号処理件数、25 件の減で 545 件に。第２号年

間総処理量、6,000 立方メートルの減で 11 万 1,000 立方メートルに。第３号一日平

均処理量 17 立方メートルの減で 304 立方メートル。第４号主要な建設改良事業、歌

登下水終末処理場機器更新(機械・電気設備)工事で 1,161 万円を減額し、4,499 万

円とするものでございます。 

漁業集落排水施設事業、第１号処理件数、７件の減で 253 件。第２号年間総処理量、

1,000 立方メートルの減で５万立方メートルに。第２号一日平均処理量３立方メート

ルの減で 137 立方メートルに。第４号主要な建設改良事業、乙忠部下水終末処理場機

器更新(機械・電気設備)工事で 150 万円を減額し、3,850 万円とするものでございま

す。 

個別排水処理施設事業、第１号処理件数、５件の減で 235 件。第２号年間総処理量、

１万 1,000 立方メートルの減で４万 8,000 立方メートルに。第３号一日平均処理量、

30 立方メートルの減で 132 立方メートル。第４号主要な建設改良事業、個別排水処

理施設設置工事で 689 万円を減額し、611 万円とするものでございます。 
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２ページ第３条及び３ページ第４条につきましては、款の補正予定額をもって説明

とさせていただき、項につきましては、７ページ以降の補正予算実施計画でご説明さ

せていただきます。 

２ページ、収益的収入及び支出、第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

款の収入及び支出の予定補正額は同額で、第１款公共下水道事業 28 万 7,000 円の

増額。 

第２款特定環境保全公共下水道事業 59 万 8,000 円の増額。 

第３款漁業集落排水施設事業 45 万 1,000 円の増額。 

第４項個別排水処理施設事業の増減はございません。 

収益的収入及び支出の合計は、既決予定額５億 4,993 万円に対し、133 万 6,000

円を増額し、５億 5,126 万 6,000 円とするものでございます。 

３ページにまいりまして、資本的収入及び支出、第４条、予算第４条本文括弧書き

長中、不足する額１億 3,398 万 1,000 円は、損益勘定留保資金１億 3,398 万 1,000

円で補てんを、不足する額１億 2,639 万 8,000 円は、損益勘定留保資金１億 2,639

万 8,000 円で補てんに改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

資本的収入、第１款公共下水道事業１億 842 万 5,000 円の減額。 

第２款特定環境保全公共下水道事業 1,200 万 5,000 円の減額。 

第３款漁業集落排水施設事業 246 万円の減額。 

第４款個別排水処理施設事業 561 万 9,000 円の減額。 

資本的収入の合計は、既決予定額２億 3,258 万 3,000 円に対し、１億 2,850 万

9,000 円を減額し、１億 407 万 4,000 円とするものでございます。 

次に資本的支出、第１款公共下水道事業１億 1,159 万円の減額。 

第２款特定環境保全公共下水道事業 1,481 万円の減額。 

第３款漁業集落排水施設事業 280 万 2,000 円の減額。 

第４款個別排水処理施設事業 689 万円の減額。 

資本的支出の合計は、既決予定額３億 6,656 万 4,000 円に対し、１億 3,609 万

2,000 円を減額し、２億 3,047 万 2,000 円とするものでございます。 

４ページ、企業債、第５条、予算第６条に定めた企業債の限度額を次のとおり改め

る。 

変更は４件で、いずれも限度額の変更で、起債の方法、利率、償還の方法につきま

しては変更はございません。 

１件目は枝幸下水終末処理場機器更新事業で、補正前限度額 2,480 万円を０円に。

２件目は歌登下水終末処理場機器更新事業で、補正前限度額 1,290 万円を 1,070 万

円。３件目は漁業集落排水施設下水終末処理場機器更新事業で、補正前限度額 1,990

万円を 1,920 万円。４件目は個別排水処理施設整備事業で、補正前限度額 750 万円

を 380 万円とするものでございます。 

次に７ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。補正の内容につ

きましては補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに、収益的収入でございます。 

１款公共下水道事業収益では、１項営業収益が 98 万 3000 円の増額。２項営業外

収益が 60 万 96 すいません、69 万 6,000 円の減額。 
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８ページ、２款特定環境保全公共下水道事業では、１項営業収益が 44 万 3,000 円

の減額。２項営業外収益が 104 万 1,000 円の増額。 

９ページ、３款漁業集落排水施設事業収益では、１項営業収益が 22 万 4,000 円の

減額。２項営業外収益が 67 万 5,000 円の増額。 

10 ページ、４款個別排水処理施設事業収益では、１項営業収益２万円の減額。２

項営業外収益が２万円の増額で、いずれも使用料、受取利息及び配当金、一般会計負

担金、長期前受金戻入の精査でございます。収益的収入は以上でございます。 

次に 11 ページにまいりまして、収益的支出でございます。 

１款公共下水道事業費用では、１項営業費用が 28 万 7,000 円の増額。 

２すいません、２款特定環境保全公共下水道事業費用では、１項営業費用が 59 万

8,000 円の増額。 

３款漁業集落排水施設事業費用では、１項営業費用が 45 万 1,000 円の増額で、負

担金の精査及び固定資産除却費の増額でございます。収益的支出は以上でございます。 

次に、13 ページにまいりまして、資本的収入でございます。 

１款公共下水道事業資本的収入では、１項企業債が 2,480 万円の減額。２項国庫補

助金が 5,882 万 5,000 円の減。３項他会計出資金が 2,480 万円の減額。 

２款特定環境保全公共下水道事業資本的収入では、１項企業債が 220 万円の減額。

２項国庫補助金が 770 万 5,000 円の減額。３項他会計出資金が 210 万円の減額。 

14 ページ、３款漁業集落排水施設事業資本的収入では、１項企業債が 70 万円の減

額。２項他会計出資金が 190 万円の減額。３項負担金等が 14 万円の増加。 

４款個別排水処理施設事業資本的収入では、１項企業債が 370 万円の減額。２項他

会計出資金が 200 万円の減額。３項負担金等が８万 1,000 円の増額で、いずれも建

設改良事業の確定に伴う企業債、国庫補助金、他会計出資金及び受益者分担金の精査

でございます。資本的収入は以上でございます。 

15 ページにまいりまして、資本的支出でございます。 

１款公共下水道事業資本的支出では、１項建設改良費が１億 1,159 万円の減額。 

２款特定環境保全公共下水道事業資本的支出では、１項建設改良費が 1,481 万円の

減額。 

16 ページ、３款漁業集落排水施設事業資本的支出では、１項建設改良費が 280 万

2,000 円の減額。 

４款個別排水処理施設事業資本的支出では、１項建設改良費が 689 万円の減額で、

いずれも建設改良事業の環境建設費、処理場建設改良費、施設整備費における事業確

定に伴う工事請負費等の精査でございます。 

なお、今回公共下水道事業で、枝幸下水終末処理場機器更新(機械・電気設備)工事

につきまして、今回の補正額、補正で全額減額をしております。令和７年、令和７年

度におきましては国庫補助金の配分の方が非常に少なくなったことから、今年度の交

付金事業を全て実施することが困難になりまして、単独事業で行いますと１億近くか

かるということから、効率的な財源配分を選択した結果、７年度の交付金につきまし

ては、枝幸下水終末処理場ではなく歌登下水終末処理場機器更新工事の方へ交付金の

方を充当し、事業の方を実施しております。 

なお、枝幸下水終末処理場につきましては、令和８年度の方へ事業の方を先送りし

ているような形となってございます。資本的支出は以上でございます。 
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18 ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略

させていただきます。 

以上で、令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第３号の内容説明とさせてい

ただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。質疑ござい

ませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。討論を終わります。 

これより、議案第 15 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 15 号 令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２５ 議案第１６号 

○議長（小原 仁君） 日程第 25 議案第 16 号 令和７年度枝幸町国民健康保険病

院事業会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

病院事務局長。 

（病院事務局長神尾尚人君 登壇） 

○病院事務局長（神尾尚人君） 議案書の 23 ページでございます。 

議案第 16 号 令和７年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算第２号は、別紙に定めるとこ

ろによる。 

令和８年３月９日提出 枝幸町長。 

別冊の補正予算１ページ、補正予算書１ページをお開き願います。 

総則、第１条、令和７年度枝幸町国民健康保険病院事業会計の補正予算第２号は、

次に定めるところによる。 

収益的収入及び支出、第２条、令和７年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算第

３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

以降、説明は款のみとし、以下の詳細につきましては補正予算実施計画で説明させ

ていただきます。 

収入、第１款病院事業収益、及び支出、第１款病院事業費用は、ともに既決予定額

18 億 9,524 万 5,000 円に対し、補正予定額 789 万 1,000 円を増額し、計 19 億 313
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万 6,000 円とするものでございます。 

議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第３条、予算第７条に定め

た経費の金額を次のように改める。科目、第１号給与費、既決予定額 10 億 1,467 万

1,000 円に対し、補正予定額 678 万 3,000 円を増額し、計 10 億 2,145 万 4,000 円

とするものでございます。 

他会計からの補助金、第４条、予算第８条中、１億 9,926 万 2,000 円を２億 130

万 1,000 円に改めるものでございます。 

たな卸試算の購入限度額ですが、見出しの試算の字句が誤っております。正しくは

固定資産の資産ですので、訂正してお詫び申し上げます。第５条、予算第９条中、１

億 824 万円を１億 1,859 万 4,000 円に改めるものでございます。 

今回の補正予算は、入院などの収益、また、人件費、経費などの費用について、そ

れぞれ、これまでの実績と今後の見込みを含めて精査を行っております。 

３ページをお開きください。補正予算実施計画の収益的収入及び支出でございます。

補正額をもってご説明申し上げます。はじめに収入でございます。 

１款病院事業収益は 789 万 1,000 円の増額でございます。１項医業収益、失礼し

ました、１項医業収益では 2,453 万 4,000 円の増額で、内訳は、１目入院収益が

1,698 万 8,000 円の増。２目外来収益が 837 万 4,000 円の増で、これまでの実績と

今後の患者動向を見込んだものでございます。３目その他医業収益が 223 万 5,000

円の減で、それぞれこれまでの実績を踏まえた見込みによる減額でございます。４目

他会計負担金が 140 万 7,000 円の増。 

また、４ページ上段の２項医業外収益は 1,642 万 7,000 円の減額で、内訳の主な

ものは、２目他会計負担金が医業収益や道補助金の増などによる不採算地区病院の運

営に要する経費の減などで 4,464 万の減。３目他会計補助金が 203 万 9,000 円の増

ですが、一般会計からの繰出金に係るこれまでの実績と今後の見込みを踏まえた精査

でございます。５目長期前受金戻入が 487 万 9,000 円の増。７目道補助金は 2,118

万 5,000 円の増で、医療分野における賃上げ物価上昇に対する支援金です。内訳は、

賃上げ分と物価上昇分で、１病床当たり 19 万 5,000 円の 83 床分と、救急に対応す

る病院への加算として１施設当たり 500 万円となっております。 

３項介護サービス事業収益は 21 万 6,000 円の減額で、内訳は、居宅介護サービス

費収益の減でございます。 

５ページをお開きください。支出でございます。１款病院事業費用は 789 万 1,000

円の増額で、１項医療費用では 781 万 6,000 円の増額です。内訳は、１目給与費が

669 万 6,000 円の増で、給料や手当等、人件費の精査によるものでございます。 

６ページに移りまして、下段の２目材料費が 218 万 3,000 円の減で、医薬品や検

査用試薬等の購入に係るこれまでの実績と今後の見込みを踏まえた精査によるもので

ございます。 

７ページをお開きください。３目経費が 861 万 3,000 円の減で、報償費から８ペ

ージの下段の方にあります手数料まで、それぞれ、これまでの実績と今後の見込みを

踏まえ、これらも精査を行っております。 

８ページ一番下の貸倒引当金繰入金は、繰入額は、15 万 6,000 円の増で、患者負

担に係る診療費等の支払請求権１件を３月末に不納欠損処分を行うためのものでござ

います。 
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９ページをお開きください。４目減価償却費、５目資産減耗費、また、６目研究研

修費も精査を行っております。なお、資産減耗費のうち固定資産除却費が 1,000 万円

弱もの増になっておりますのは、今年度 MRI 装置などを購入しておりますが、更新し

たことにより、これまで使用していた機器を廃棄することによるものであります。 

10 ページに移りまして、３項介護サービス事業費用は７万 5,000 円の増額で、報

酬等の人件費や経費の精査によるものでございます。 

12 ページ以降は、予算説明書でございますが、説明は省略させていただきます。 

以上、病院事業会計補正予算書第２号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。ございませ

んか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 16 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 16 号 令和７年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２６ 議案第１７号 ～ 日程第３４ 議案第２５号 

〇議長（小原 仁君） 日程第 26 議案第 17 号 令和８年度枝幸町一般会計予算に

ついてから、日程第 34 議案第 25 号 令和８年度枝幸町国民健康保険病院事業会計

予算についての各会計当初予算９件を一括議題としたいと思います。 

一括議題とすることに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 17 号から議案第 25 号までの各会計当初予算９件を一括議題と

することに決定いたしました。 

お諮りいたします。ただいまの議案第 17 号 令和８年度枝幸町一般会計予算につ

いてから、議案第 25 号 令和８年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算について

の各会計当初予算９件は、議会運営委員会で協議された結果により、議長を除く 10

名の委員で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して本定例会の会期内

で審査することにしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

本件については、10 名の委員で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付

託して、本定例会の会期内で審査することに決定いたしました。 

次に、ただいま設置いたしました予算審査特別委員会の委員の選任についてお諮り

いたします。 

予算審査特別委員会の委員の選任については、議長除く議員全員でありますので、

委員の指名は省略をいたします。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

予算審査特別委員会の委員は、議長除く議員全員を選任することに決定いたしまし

た。 

続いて、予算審査特別委員会の正副委員長についてお諮りをいたします。議会運営

委員会の協議結果を踏まえて、議長より指名したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 それでは指名をいたします。予算審査特別委員会委員長に７番石川 勝議員、副委

員長に６番小林正浩議員の両名を指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

予算審査特別委員会の委員長は石川議員、副委員長は小林議員に決定をいたしまし

た。 

ここで、着席のまま暫時休憩といたします。 

休憩 午後３時 ９分 

再開 午後３時１８分 

〇議長（小原 仁君） それでは、休憩を解き会議を再開いたします。 

ただいま配付いたしましたとおり、予算審査特別委員会委員長より予算審査特別委

員会は本日の 15 時 30 分より開催する旨の申し出がありましたので、よろしくお願い

をいたします。 

お諮りいたします。予算審査特別委員会開催のため、その期間、本会議を休会した

いと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、予算審査特別委員会の開

催の期間中は、本会議を休会とすることに決定いたしました。 

予算審査特別委員会についても EOS 放送を行いますので、ご承知おきください。 

なお、予算審査特別委員会が終了次第、本会議を再開いたします。 

 

◎休会宣言 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本会議を休会といたします。 

 

 

（休会 午後３時１９分） 


